
トレースとログ

• Trace and Log Central（1ページ）
•ログビューア（54ページ）
•プラグイン（58ページ）

Trace and Log Central

Trace andLogCentralを動作させるには、クライアントマシンのクラスタ内にあるすべてのノー
ドで DNSルックアップを解決する必要があります。

（注）

準備

証明書のインポート

ノードの証明書をインポートするには、次の手順に従ってください。

ノード、またはクラスタ内の各ノード用に認証局が発行するサーバ認証証明書をインポートで

きます。

Trace and Log Centralオプションを使用する前に、証明書をインポートしておくことを推奨し
ます。証明書をインポートしていないと、UnifiedRTMTにサインインしてTrace andLogCentral
オプションにアクセスするたびに、ノードのセキュリティ証明書が表示されます。その証明書

に表示される情報を変更することはできません。

手順

ステップ 1 証明書をインポートするには、[ツール（Tools）] > [トレース（Trace）] > [証明書のインポー
ト（Import Certificate）]の順に選択します。

システムがノード証明書をインポートしたことを示すメッセージが表示されます。
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ステップ 2 [OK]をクリックします。

トレースのサポートの種類

ここでは、トレースのサポートの種類について説明します。

Trace & Log Centralにおけるディスク I/Oと CPU制御

Unified RTMTは、[Trace & Log Central]の重要な操作とジョブの制御をサポートしています。
その操作とジョブがオンデマンドで実行されているのか、スケジュールされているのか、また

は自動なのかは問いません。

ノードが高い IO条件で実行している場合にオンデマンド操作の要求を行うと、操作のキャン
セルを示す警告が表示されます。警告の表示タイミングを制御する IOレートのしきい値は、
次のサービスパラメータ（Cisco RIS Data Collectorサービス）で設定できることに注意してく
ださい。

• TLC Throttling CPU Goal

• TLC Throttling IOWait Goal

これらのパラメータの値は、実際のシステムCPUおよび IOWait値と比較されます。目標（サー
ビスパラメータの値）が実際の値より小さい場合は、警告が表示されます。

[Trace & Log Central]オプションの表示
Unified RTMTの [Trace & Log Central]オプションを表示するには、次の手順に従ってくださ
い。

ツリー階層に表示されている任意のオプションから、トレースするサービスやアプリケーショ

ンの指定、使用するログとサーバの指定、収集日時のスケジューリング、ファイルをダウン

ロードする機能の設定、zipファイルの設定、収集されたトレースファイルの削除を実行でき
ます。

（注）

暗号化をサポートするデバイスでは、SRTPキー情報はトレースファイルに出力されません。（注）

始める前に

開始する前に、セキュリティ証明書をインポートします。
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手順

ステップ 1 次のいずれかの操作を実行して、Trace and Log Centralにアクセスします。

a) クイック起動チャネル内の [システム（System）]を選択します。
b) [システム（System）] > [ツール（Tools）] > [トレース（Trace）] > [Trace & Log Central]
の順に選択します。

c) ツリー階層で [Trace & Log Central]アイコンを選択します。

ステップ 2 Real-Time Monitoring Toolの Trace and Log Centralオプションが表示されたら、次のいずれかの
作業を実行します。

•クラスタ内の1台以上のサーバに対し、サービス、アプリケーション、およびシステムロ
グのトレースを収集します。

•指定した検索条件が含まれているトレースファイルを収集し、ダウンロードします。それ
と同時に、後で使用するためにトレース収集条件を保存します。

•ネットワーク上の 1台以上のサーバに対してクラッシュダンプファイルを収集します。
•収集したトレースファイルを表示します。
•サーバ上のすべてのトレースファイルを表示します。
•アプリケーションごとにサーバ上で書き込みが行われている現在のトレースファイルを表
示します。検索文字列がトレースファイル内で見つかったときに、指定した操作を実行で

きます。

ファイルの収集

トレースファイルの収集

クラスタ内の1台以上のノードに対してサービス、アプリケーション、システムログのトレー
スを収集するには、Trace & Log Centralの [ファイルの収集（Collect Files）]オプションを使用
します。トレースを収集する日時の範囲、トレースファイルをダウンロードするディレクト

リ、収集されたファイルをサーバから削除するかどうかを指定します。

Trace and Log Central機能を使用してトレースを収集するには、次の手順に従ってください。

サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらのサービスに

対してトレースを収集できます。

（注）

指定した検索条件を含んでいるトレースファイルを収集するか、後で使用するために保存した

トレース収集条件を使用する場合、クエリーウィザードを使用します。

始める前に

次の 1つまたは複数の操作を実行します。
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• Cisco Unified Serviceabilityのトレース構成ウィンドウのさまざまなサービスに対して、ト
レースファイルに含める情報を構成します。詳細については、『Cisco Unified Serviceability

アドミニストレーションガイド』を参照してください。

•アラームをトレースファイルに送信するには、アラームの送信先として SDIまたは SDL
トレースファイルを Cisco Unified Serviceabilityの [アラーム設定（Alarm Configuration）]
ウィンドウで選択します。詳細については、『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレー

ションガイド』を参照してください。

• TLC Throttling CPU Goalサービスパラメータと TLC Throttling IOWait Goalサービスパラ
メータ（Cisco RIS Data Collectorサービス）の値を設定することで、重要な Trace and Log
Centralの操作とジョブの調整を設定できます。サービスパラメータの設定の詳細につい
ては、『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照して
ください。

手順

ステップ 1 [Trace & Log Central]オプションを展開します。

ステップ 2 [Trace&LogCentral]のツリー階層で、[ファイルを収集する（Collect Files）]をダブルクリック
します。

[トレース収集（Trace Collection）]ウィザードが表示されます。サービスは、アクティブにさ
れていなくても表示されます。したがって、それらのサービスに対してトレースを収集できま

す。

Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connectionクラスタ：クラスタ
内のすべてのノードが使用できない場合、どのノードが利用できないかを示すメッ

セージとともにダイアログボックスが表示されます。使用不可能なノードは、[Trace
and Log Central]ウィンドウに表示されません。

（注）

Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connectionクラスタ：クラスタ
内の特定のノード上だけでリストされたサービス/アプリケーションの一部をイン
ストールできます。それらのサービスまたはアプリケーションのトレースを選択す

るには、そのサービスまたはアプリケーションがアクティブにされているサーバか

らトレースを選択します。

（注）

ステップ 3 Cisco Unity Connectionユーザはステップ 4に進みます。Unified Communications Managerまたは
Cisco Business Editionの場合、[CCMサービス/アプリケーションの選択（Select CCM
Services/Application）]タブで次のいずれかの操作を実行します。

a) クラスタ内のすべてのノードに対してすべてのサービスとアプリケーションのトレースを
収集するには、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（SelectAllServicesonall
Servers）]チェックボックスをオンにして [次へ（Next）]をクリックします。
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スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択
する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、シス
テムは、スタンドアロンノードのすべてのサービスとアプリケーションのト

レースを収集します。

（注）

b) 特定のノード上のすべてのサービスとアプリケーション（または Cisco Unity Connectionの
場合ノード上の特定のシステムログ）のトレースを収集するには、ノードの横にあるチェッ

クボックスをオンにして [次へ（Next）]をクリックします。
c) 特定のノード上の特定のサービスまたはアプリケーションのトレースを収集するには、適
用するチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

d) サービスまたはアプリケーションのトレースを収集しないで次のタブに進むには、[次へ
（Next）]をクリックします。

Cisco Business Editionの場合はステップ 4に進み、Unified Communications Managerの場合
はステップ 5に進みます。

ステップ 4 [CUCサービス/アプリケーションの選択（Select CUC Services/Application）]タブで、次のいず
れかのタスクを実行します。

a) ノードのすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のすべてのサービス
を選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンにするか、ノード
の横にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

b) ノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボックスを
オンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

c) システムログのトレースを収集しないで次のタブに進むには、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 5 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかのタスクを実行します。

a) クラスタ内のすべてのノードに対してすべてのシステムログを収集するには、[すべての
サーバ上のすべてのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボッ
クスをオンにして [次へ（Next）]をクリックします。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択
する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、シス
テムは、スタンドアロンノードのトレースを収集します。

（注）

b) 特定ノード上のすべてのシステムログのトレースを収集するには、ノードの横にあるチェッ
クボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

c) 特定のノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボッ
クスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

d) システムログのトレースを収集しないでトレース収集ウィザードを続行するには、[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [収集時間（Collection Time）]ペインで、トレースを収集する期間を指定します。次のいずれ
かのオプションを選択します。
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英語以外のロケールでログを収集するときは、サーバーがインストールされている

クライアントまたはラップトップのタイムゾーンではなく、サーバーのタイムゾー

ンを選択することをお勧めします。

（注）

a) 絶対範囲（Absolute Range）：トレースの収集範囲をノードタイムゾーンと時間範囲（開
始と終了の日時）で指定します。

クライアントコンピュータのタイムゾーンにより、[リファレンスサーバ時間帯の選択
（Select Reference Server Time Zone）]フィールドのデフォルトが設定されます。すべての
標準タイムゾーンは、サマータイムが設定されているすべてのタイムゾーンの個別エント

リと共に、[タイムゾーンを選択（Select Time Zone）]ドロップダウンリストに表示されま
す。

Trace and Log Centralは、[選択したリファレンスサーバタイムゾーン（Selected Reference
Server Time Zone）]に基づいて、時間範囲内のファイルをダウンロードします。クラスタ
内のノードが異なるタイムゾーン内に属している場合、TLCは時刻変更を調整し、同じ期
間のファイルを取得します。たとえば、午前 9:00～午前 10:00のファイルを指定し、2番
目のノード（node x）が時刻が 1時間進んでいるタイムゾーンに属している場合、TLCは
node xから午前 10:00～午前 11:00のファイルをダウンロードします。

トレースを収集する日付範囲を設定するには、[開始日/時間（From Date/Time）]フィール
ドと [終了日/時間（To Date/Time）]フィールドのドロップダウンリストボックスを選択
します。

b) 相対範囲（RelativeRange）：トレースの収集範囲を現在時刻までの時間（分数、時間数、
日数、週数、または月数）で指定します。

Unified RTMTはウィザードによる設定とは異なるタイムスタンプのログを返
します。これは特に、指定されたタイムスタンプが既存のログファイルのタ

イムスタンプより小さい場合に発生します。

ノード上に特定のサービスのログファイルが 11/24/09から存在し、11/23/09
5:50から 11/23/09 7:50までの時間範囲を指定すると、それでも Unified RTMT
は既存のログファイルを返します。

（注）

ステップ 7 [ファイルをダウンロード（Download File）]オプショングループリストで、トレースのダウ
ンロードに使用するオプションを指定します。[パーティションを選択（Select Partition）]ド
ロップダウンリストで、トレースを収集するログが含まれているパーティションを選択しま

す。

Cisco Unified Serviceabilityは、ユーザがログイン中のアプリケーションのバージョンについて
はログをアクティブパーティションに保存し、その他のバージョン（インストールされている

場合）についてはログを非アクティブディレクトリに保存します。

つまり、アプライアンスノード上で実行している、Cisco Unified Communications Manager、
CiscoBusiness Edition 5000、またはCiscoUnity Connectionのバージョンを別のバージョンにアッ
プグレードし、ノードを新しいバージョンで再起動すると、Cisco Unified Serviceabilityは以前
のバージョンのログを非アクティブパーティションに移動し、新しいバージョンのログをアク

ティブパーティションに保存します。古いバージョンに再度ログインした場合、Cisco Unified
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Serviceabilityは新しいバージョンのログを非アクティブパーティションに移動し、古いバー
ジョンのログをアクティブディレクトリに保存します。

Cisco Unified Serviceabilityは、Windowsプラットフォームで実行する Cisco Unified
Communications Managerまたは Cisco Unity Connectionバージョンのログを保持しま
せん。

（注）

ステップ 8 トレースファイルのダウンロード先のディレクトリを指定するには、[ファイルディレクトリ
のダウンロード（Download File Directory）]フィールドの横にある [参照（Browse）]ボタンを
クリックし、ディレクトリに移動し、[開く（Open）]をクリックします。デフォルトは
<rtmt_users_directory>\<server name or server IP address>\<download
time>です。

ステップ 9 収集したトレースファイルの zipファイルを作成するには、[ファイルを zip圧縮する（Zip
File）]オプションボタンを選択します。ファイルの zip圧縮なしでトレースファイルをダウ
ンロードするには、[ファイルを zip圧縮しない（Do Not Zip Files）]オプションボタンを選択
します。

ステップ 10 収集したログファイルをノードから削除するには、[収集されたログファイルをサーバから削
除する（Delete Collected Log Files from the server）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 [終了（Finish）]をクリックするか、または設定を中止するには、[キャンセル（Cancel）]をク
リックします。

[終了（Finish）]をクリックした場合、ウィンドウにトレース収集の進捗状況が表示されます。

トレース収集プロセスが完了すると、「node <サーバ名または IPアドレス>に対するダウン
ロードが完了しました（Completed downloading for node <Server name or IP address>）」という
メッセージがウィンドウの下部に表示されます。

ステップ 12 収集したトレースファイルを表示するには、トレース収集機能のローカルブラウズオプショ

ンを使用します。

サービスパラメータの値を超えた場合、またはシステムが Code Yellow状態の場
合、メッセージが表示されます。

（注）

クエリーウィザード

TraceCollectionクエリーウィザードを使用すると、指定した検索条件が含まれているトレース
ファイルを収集し、ダウンロードできます。同時に、後で使用するためにトレース収集条件を

保存できます。TraceCollectionクエリーウィザードを使用するには、プロシージャを実行して
クエリーを開始し、クエリーを実行します。

はじめる前に

•さまざまなサービス用のトレースファイルに含める情報を、[トレース設定（Trace
Configuration）]ウィンドウから設定します。
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•アラームをトレースファイルに送信するには、アラームの送信先としてSDIトレースファ
イルを [アラーム設定（Alarm Configuration）]ウィンドウで選択します。

クエリーの開始

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralを開きます。

ステップ 2 ツリー階層で [クエリーウィザード（Query Wizard）]をダブルクリックします。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

結果アクション項目

•単一ノード汎用クエリーを選択すると、[参照（Browse）]
の隣にRTMTの接続先ノードがチェックマークを付けて表
示されます。このクエリーを他のノードに対しても実行す

る場合は、それらのサーバの隣にチェックマークを付けま

す。

• All Node Generic Queryを選択した場合、すべてのノードで
[参照（Browse）]の横にチェックマークが表示されます。
クエリーを実行しないサーバをオフにすることができま

す。

•通常クエリーを選択すると、そのクエリーの保存時に選択
したすべてのノードが、チェックマークを付けて表示され

ます。リスト内の任意のサーバをオンまたはオフにするこ

とができます。新しいサーバを選択する場合は、ウィザー

ドを使用してそのノードのサービスを選択する必要があり

ます。

• [保存クエリー（Saved Query）]を選択します。
• [参照（Browse）]を選択して、使用するクエリーが
ある場所に移動します。

•クエリーを選択し、[開く（Open）]を選択します。

保存されているクエリーを実行す

る

[クエリーの作成（Create Query）]を選択します。クエリーを作成する

• [クエリーの実行（Run Query）]を選択します。
•「スケジュールの実行」のステップを実行します。

修正せずにクエリーを実行する

ステップ 4に進みます。クエリーを修正する

ステップ 4 [Next]を選択します。

ステップ 5 次のいずれかの操作を実行します。

• [保存クエリー（SavedQuery）]を選択してクエリーを選択した場合は、クエリーに指定し
ていた条件が表示されます。必要に応じて、トレースを収集するサービスとアプリケー

ションのリストを修正します。

• [クエリーの作成（CreateQuery）]を選択した場合は、トレースを収集するすべてのサービ
スとアプリケーションを選択する必要があります。
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ステップ 6 [Next]を選択します。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

アクション項目

•適用するトレースをオンにします。
• [すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（Select All Services on All Servers）]
をオンにします。

• [Next]を選択します。

クラスタ内のすべてのサーバに対して特定またはすべての

システムログのトレースを収集する

• [すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（Select All Services on All Servers）]
をオンにします。

• [Next]を選択します。

クラスタ内のすべてのサーバに対してすべてのサービスと

アプリケーションのトレースを収集する

•サーバ名を確認します。
• [次へ（Next）]を選択します。

特定のサーバ上のすべてのサービスとアプリケーションの

トレースを収集する

ステップ 8 トレースを収集する時間範囲を指定するには、次のいずれかの手順を実行します。

アクション項目

[使用可能なすべてのトレース（All Available Traces）]を選択します。選択したサービスに対して、サーバ上のすべてのトレースを

収集する

• [絶対範囲（Absolute Range）]を選択します。
•トレースの収集範囲をサーバタイムゾーンと時間範囲（開始と終了の日時）で指定
します。

絶対的な日付と時刻の範囲内のすべてのトレースを収集する

• [相対範囲（Relative Range）]を選択します。
•トレースの収集範囲を現在時刻までの時間（分数、時間数、日数、週数、または月
数）で指定します。

相対的な日付と時刻の範囲内のすべてのトレースを収集する

ステップ 9 単語または句を [検索文字列（Search String）]フィールドに入力して、トレースファイル内に
存在する句または単語を検索します。このツールでは、入力した単語または句に対して完全に

一致するものが検索されます。

次のタスク

クエリーを実行します。

クエリの実行

•クラスタ内のすべてのノードが使用できない場合、どのノードが利用できないかを示す
メッセージとともにダイアログボックスが表示されます。使用不可能なノードは、[Trace
& Log Central]ウィンドウに表示されません。
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•一部の一覧されているサービスまたはアプリケーションをクラスタ内の特定のノード上に
だけインストールすることができます。それらのサービスまたはアプリケーションのト

レースを収集するには、そのサービスまたはアプリケーションがアクティブにされている

ノードからトレースを収集するようにします。

•サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらのサービ
スに対してトレースを収集できます。

•トレースファイルのダウンロードが完了したら、Trace and Log Central機能のローカルブ
ラウズオプションを使用してそれらを表示できます。

•サービスパラメータの値を超過するか、システムが Code Yellow状態になると、エラー
メッセージが表示されます。

手順

ステップ 1 [クエリーの実行（Run Query）]を選択してクエリーを実行します。

ステップ 2 [クエリーの保存（Save Query）]を選択してクエリーを保存し、次のステップに進みます。

ステップ 3 クエリー実行が完了したことを示すダイアログボックスが表示されたら、[OK]を選択します。

ステップ 4 次のアクションを実行します。

結果アクション項目

•選択するサービスが単一ノード上にある場合のみ汎用クエリーを作成でき
ます。複数のノード上のサービスを選択した場合は、メッセージが表示さ

れます。通常クエリーとしてクエリを保存するか、単一ノード上のサービ

スを選択することができます。

• [単一ノードクエリー（SingleNodeQuery）]を選択した場合、そのクエリー
を実行すると、そのクエリーを作成したノードがトレース収集ツールによっ

てデフォルトで選択されます。

• [全ノードクエリー（All Node Query）]オプションを選択した場合、そのク
エリーを実行するとき、クラスタ内のすべてのサーバがトレース収集ツー

ルによってデフォルトで選択されます。

1. [汎用クエリー（GenericQuery）]を選
択します。

2. [単一ノードクエリー（Single Node
Query）]または [全ノードクエリー
（All Node Query）]を選択します。

3. [完了（Finish）]を選択します。

他のノード上で実行可能なクエ

リーを作成する

1. [通常クエリー（RegularQuery）]を選
択します。

2. [完了（Finish）]を選択します。

クエリーを作成したノードまたは

クラスタでクエリを実行する

ステップ 5 クエリーを保存する場所を参照し、クエリーの名前を [ファイル名（File Name）]フィールド
に入力します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。
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アクション項目

• [クエリーの実行（Run Query）]を選択します。先ほど保存したクエリーを実行する

[キャンセル（Cancel）]を選択します。作成したクエリーを実行しないでクエリーウィザード

を終了する

ステップ 8 クエリーの実行が完了したら、次のいずれかの操作を実行します。

アクション項目

ファイルに移動するには、以下のステップに従います。

1. [クエリー結果（Query Results）]をダブルクリックします。

2. <node>フォルダをダブルクリックします。ここで、<node>は、ウィザードで指
定したノードの IPアドレスまたはホスト名です。

3. 表示するファイルが格納されているフォルダをダブルクリックします。

4. ファイルが見つかったら、そのファイルをダブルクリックします。

収集したファイルを表示する

1. ダウンロードするファイルを選択します。

2. [ダウンロード（Download）]を選択します。
3. ダウンロードの条件を指定します。

4. [完了（Finish）]を選択します。

トレースファイル、およびクエリーで収集されたトレース

ファイルのリストを含む結果ファイルをダウンロードする

1. [すべてのファイルのダウンロード（Download all files）]フィールドの隣にある
[参照（Browse）]を選択します。

2. 対象のディレクトリに移動します。

3. [開く（Open）]を選択します。

トレースファイルと結果ファイルをダウンロードするディ

レクトリを指定する

[ファイルを zip圧縮する（Zip File）]を選択します。収集したトレースファイルの zipファイルを作成する

[収集されたログファイルをサーバから削除する（Delete Collected Log Files from
Server）]をオンにします。

収集したログファイルをサーバから削除する

• [クエリーの保存（Save Query）]を選択します。クエリーを保存する

Cisco Unified Communications Managerのトレース収集のスケジュール

Trace and Log Central機能の収集のスケジュールオプションを使用して、繰り返し実行する最
大6つの同時トレース収集をスケジュールできます。また、トレースファイルをネットワーク
上の SFTPサーバにダウンロードしたり、別の保存クエリーを実行したり、syslogファイルを
生成したりできます。スケジュールされた収集を入力後に変更するには、そのスケジュールさ

れた収集を削除し、新しい収集イベントとして追加する必要があります。

トレースとログ
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リリース14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなくなりました。スケジュール設定された
トレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

重要

トレース収集ジョブは 10個までスケジュールできますが、同時に存在できるトレース収集は
6つだけです。つまり、6つのジョブだけが同時に実行状態になることができます。

（注）

始める前に

大規模な展開では、専用のトレースアーカイブサーバを使用して、このトレースサーバにスケ

ジュールされたトレース収集をセットアップすることを推奨します。

（注）

次の 1つまたは複数の操作を実行します。

•さまざまなサービス用のトレースファイルに含める情報を、Cisco Unified Serviceabilityの
[トレース設定（Trace Configuration）]ウィンドウから設定します。詳細については、
『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』を参照してください。

•アラームをトレースファイルに送信するには、アラームの送信先として SDIまたは SDL
トレースファイルを [Alarm Configuration]ウィンドウで選択します。詳細については、
『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』を参照してください。

手順

ステップ 1 [Trace & Log Central]オプションを展開します。

ステップ 2 [Trace&LogCentral]のツリー階層で、[収集のスケジュール（Schedule Collection）]をダブルク
リックします。

収集のスケジュールウィザードが表示されます。

サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらの

サービスに対してトレースを収集できます。

（注）

クラスタ内のノードが使用できない場合、どのノードが利用できないかを示すメッ

セージと共にダイアログボックスが表示されます。使用不可能なノードは、[Trace
and Log Central]ウィンドウに表示されません。

（注）

一部の一覧されているサービスおよびアプリケーションをクラスタ内の特定のノー

ド上にインストールすることができます。それらのサービスおよびアプリケーショ

ンのトレースを収集するには、そのサービスまたはアプリケーションがアクティブ

にされているノードからトレースを収集するようにします。

（注）
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ステップ 3 [CCMサービス/アプリケーションの選択（Select CCMServices/Application）]タブで、次のいず
れかの操作を実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのすべてのサービスとアプリケーションのトレースを収集し

ます。

（注）

•すべてのノードに対してすべてのサービスとアプリケーションのトレースを収集するに
は、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（SelectAll Services onAll Servers）]
チェックボックスをオンにして [次へ（Next）]をクリックします。

•特定ノード上のすべてのサービスとアプリケーションのトレースを収集するには、ノード
の横にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•特定のノード上の特定のサービスまたはアプリケーションのトレースを収集するには、適
用するチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•サービスまたはアプリケーションのトレースを収集しないで収集のスケジュールウィザー
ドを続行するには、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかの操作を実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのトレースを収集します。

（注）

•すべてのノードに対してすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のす
べてのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンに
して [次へ（Next）]をクリックします。

•特定ノード上のすべてのシステムログのトレースを収集するには、ノードの横にあるチェッ
クボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•特定のノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボッ
クスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•システムログのトレースを収集しないで収集のスケジュールウィザードを続行するには、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 トレースを収集するノードのタイムゾーンと時間範囲を指定します。

クライアントコンピュータのタイムゾーンにより、[リファレンスサーバ時間帯の選択（Select
Reference Server Time Zone）]フィールドのデフォルトが設定されます。すべての標準タイム
ゾーンは、サマータイムが設定されているすべてのタイムゾーンの個別エントリと共に、[タ
イムゾーンを選択（Select Time Zone）]ドロップダウンリストに表示されます。

ステップ 6 トレース収集を開始する日時を指定するには、[開始日時のスケジュール（Schedule Start
Date/Time）]フィールドの隣にある下矢印ボタンをクリックします。[日付（Date）]タブで、
該当する日付を選択します。[時間（Time）]タブで、適切な時間を選択します。
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ステップ 7 トレース収集を終了する日時を指定するには、[終了日時のスケジュール（Schedule End
Date/Time）]フィールドの隣にある下矢印ボタンをクリックします。[日付（Date）]タブで、
該当する日付を選択します。[時間（Time）]タブで、適切な時間を選択します。

トレース収集は、設定された終了時刻を過ぎても最後まで実行します。ただし、そ

の場合の収集は、Trace and Log Central機能によってスケジュールから削除されま
せん。

（注）

ステップ 8 [スケジューラ頻度（Scheduler Frequency）]ドロップダウンリストで、構成済みトレース収集
を実行する頻度を選択します。

ステップ 9 [最後に生成されたファイルを収集（Collect Files that are generated in the last）]ドロップダウ
ンリストで、分、時間、日数、週、または月などの時間を指定します。

ステップ 10 トレースファイルに存在する語句または単語で検索するには、[検索文字列（Search String）]
フィールドに単語または語句を入力します。このツールでは、入力した単語または句に対して

一致するものが検索され、その検索条件に一致するファイルが収集されます。入力した単語ま

たは句に対して完全に一致するものを検索する場合は、[大文字小文字を区別（CaseSensitive）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 収集したトレースファイルの zipファイルを作成するには、[ファイルを zip圧縮する（Zip
File）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 12 収集したログファイルをノードから削除するには、[収集されたログファイルをサーバから削
除する（Delete Collected Log Files from the Server）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 13 次の 1つまたは複数の操作を実行します。

•ファイルをダウンロードし、ステップ 14に進みます。
•別のクエリーを実行し、ステップ 15に進みます。
• Syslogを生成します。[Syslogの生成（Generate Syslog）]を選択した場合は、ステップ 16
に進みます。

ステップ 14 [SFTP/FTPサーバパラメータ（SFTP/FTP Server Parameters）]グループボックスに、Trace and
Log Central機能により結果をダウンロードされるノードのノードクレデンシャルを入力し、
[接続のテスト（Test Connection）]をクリックします。要求された場合、フィンガープリント
値を入力します。[トレースとログセントラル（Trace andLogCentral）]機能がSFTPまたはFTP
への正常な接続を確認したら、[OK]をクリックします。

リリース14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなくなりました。スケジュール
設定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

重要

ジョブが、Cisco Prime Collaboration Deployment Migration前にすでにスケジュール
されている場合、ジョブが正常に実行されるようにステップ14を再度実行します。
この後、[キャンセル（Cancel）]をクリックし、[ファイルをダウンロード（Download
Files）]ウィンドウでジョブが作成されないようにします。クラスタ内のいずれか
のノードがダウンしている場合は、ノードが復旧した後にステップ 14を実行し、
SFTP接続を確認します。

（注）

[ダウンロードディレクトリパス（Download Directory Path）]フィールドは、Trace and Log
Central機能によって収集されたファイルが保存されるディレクトリを指定します。トレース収
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集のデフォルトでは、SFTPまたはFTPパラメータのフィールドに指定されたユーザ IDのユー
ザのホームディレクトリ（/home/<user>/Trace）内にファイルが保存されます。

リリース14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなくなりました。スケジュール
設定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

重要

トレースをダウンロードする場合、[Localhost]ダウンロードオプションを選択できます。この
オプションは、Cisco Intercompany Media Engineサーバに対してのみ使用可能です。

Ciscoインタラクションマネージャーのサーバ上のローカルホストディレクトリにトレース
ファイルをダウンロードする場合は、file getCLIコマンドを使用してリモート SFTPサーバに
ファイルをオフロードできます。

Cisco IntercompanyMedia Engineでは、FTPはサポート対象外です。スケジュール設
定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

（注）

ステップ 15 別のクエリーの実行オプションを選択した場合は、[参照（Browser）]ボタンをクリックして
実行するクエリーを選択し、[OK]をクリックします。

Trace and Log Central機能では、最初のクエリーで結果が生成される場合、指定さ
れたクエリーのみが実行されます。

（注）

ステップ 16 [終了]をクリックします。

スケジュールされたトレースが正常に追加されたことがメッセージに示されます。

Real-TimeMonitoring ToolがSFTPまたはFTPサーバにアクセスできない場合、メッ
セージが表示されます。入力した IPアドレス、ユーザ名、およびパスワードが正
しいことを確認してください。

（注）

リリース14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなくなりました。スケジュール
設定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

重要

ステップ 17 [OK]をクリックします。

ステップ 18 スケジュールされた収集のリストを表示するには、クイック起動チャネルのトレース部分で、

[ジョブのステータス（Job Status）]アイコンをクリックします。

スケジュールされた収集を削除するには、収集のイベントを選択して[削除（Delete）]
をクリックします。確認メッセージが表示されます。[OK]をクリックします。

ヒント

Cisco Unity Connectionのトレース収集のスケジュール

Trace and Log Central機能の収集のスケジュールオプションを使用して、繰り返し実行する最
大6つの同時トレース収集をスケジュールできます。また、トレースファイルをネットワーク
上の SFTPサーバにダウンロードしたり、別の保存クエリーを実行したり、syslogファイルを
生成したりできます。スケジュールされた収集を入力後に変更するには、そのスケジュールさ

れた収集を削除し、新しい収集イベントとして追加する必要があります。トレース収集をスケ

ジュールするには、次の手順を実行します。
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リリース14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなくなりました。スケジュール設定された
トレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

重要

トレース収集ジョブは 10個までスケジュールできますが、同時に存在できるトレース収集は
6つだけです。つまり、6つのジョブだけが同時に実行状態になることができます。

（注）

始める前に

次の 1つまたは複数の操作を実行します。

•さまざまなサービス用のトレースファイルに含める情報を、Cisco Unified Serviceabilityの
[トレース設定（TraceConfiguration）]ウィンドウから設定します。詳細については、『Cisco

Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

•アラームをトレースファイルに送信するには、アラームの送信先として SDIまたは SDL
トレースファイルを [Alarm Configuration]ウィンドウで選択します。詳細については、
『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 [Trace and Log Central]オプションを開きます。

ステップ 2 [Trace&LogCentral]のツリー階層で、[収集のスケジュール（Schedule Collection）]をダブルク
リックします。

収集のスケジュールウィザードが表示されます。

サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらの

サービスに対してトレースを収集できます。

（注）

CiscoUnityConnection：クラスタ内のすべてのノードが使用できない場合、どのノー
ドが利用できないかを示すメッセージとともにダイアログボックスが表示されま

す。使用不可能なノードは、[Trace and Log Central]ウィンドウに表示されません。

（注）

Cisco Unity Connection：リストされているサービスおよびアプリケーションの一部
をクラスタ内の特定のノードにインストールすることができます。それらのサービ

スおよびアプリケーションのトレースを収集するには、そのサービスまたはアプリ

ケーションがアクティブにされているノードからトレースを収集するようにしま

す。

（注）

ステップ 3 [CUCサービス/アプリケーションの選択（Select CUC Services/Application）]タブで、次のいず
れかの操作を実行します。
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•ノードのすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のすべてのサービス
を選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンにするか、ノード
の横にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•ノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボックスを
オンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•システムログのトレースを収集しないで収集のスケジュールウィザードを続行するには、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかの操作を実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのトレースを収集します。

（注）

•すべてのノードに対してすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のす
べてのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンに
して [次へ（Next）]をクリックします。

•特定ノード上のすべてのシステムログのトレースを収集するには、ノードの横にあるチェッ
クボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•特定のノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボッ
クスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•システムログのトレースを収集しないで収集のスケジュールウィザードを続行するには、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 トレースを収集するノードのタイムゾーンと時間範囲を指定します。

クライアントコンピュータのタイムゾーンにより、[リファレンスサーバ時間帯の選択（Select
Reference Server Time Zone）]フィールドのデフォルトが設定されます。すべての標準タイム
ゾーンが [タイムゾーンを選択（Select Time Zone）]ドロップダウンリストボックスに表示さ
れ、[サマータイム（Daylight Saving）]が設定されたタイムゾーン用に独立した一連のエント
リも表示されます。

ステップ 6 トレース収集を開始する日時を指定するには、[開始日時のスケジュール（Schedule Start
Date/Time）]フィールドの隣にある下矢印ボタンをクリックします。[日付（Date）]タブで、
該当する日付を選択します。[時間（Time）]タブで、適切な時間を選択します。

ステップ 7 トレース収集を終了する日時を指定するには、[終了日時のスケジュール（Schedule End
Date/Time）]フィールドの隣にある下矢印ボタンをクリックします。[日付（Date）]タブで、
該当する日付を選択します。[時間（Time）]タブで、適切な時間を選択します。

トレース収集は、設定された終了時刻を過ぎても最後まで実行します。ただし、そ

の場合の収集は、Trace and Log Central機能によってスケジュールから削除されま
せん。

（注）

ステップ 8 [スケジューラ頻度（Scheduler Frequency）]ドロップダウンリストボックスから、設定された
トレース収集を実行する頻度を選択します。
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ステップ 9 [過去に生成されたファイルを収集（Collect Files that are generated in the last）]ドロップダウン
リストボックスから、トレースを収集する現在の時刻までの時間（分、時間、日、週、または

月単位）を指定します。

ステップ 10 トレースファイルに存在する語句または単語で検索するには、[検索文字列（Search String）]
フィールドに単語または語句を入力します。このツールでは、入力した単語または句に対して

一致するものが検索され、その検索条件に一致するファイルが収集されます。入力した単語ま

たは句に対して完全に一致するものを検索する場合は、[大文字小文字を区別（CaseSensitive）]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 11 収集したトレースファイルの zipファイルを作成するには、[ファイルを zip圧縮する（Zip
File）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 12 収集したログファイルをノードから削除するには、[収集されたログファイルをサーバから削
除する（Delete Collected Log Files from the Server）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 13 次の 1つまたは複数の操作を実行します。

•ファイルをダウンロードします。ファイルのダウンロードまたは別のクエリーの実行を選
択した場合は、ステップ 15に進みます。

•別のクエリーを実行します。
• Syslogを生成します。[Syslogの生成（Generate Syslog）]を選択した場合は、ステップ 17
に進みます。

ステップ 14 [SFTP/FTPサーバパラメータ（SFTP/FTP Server Parameters）]グループボックスに、Trace and
Log Central機能により結果をダウンロードされるノードのノードクレデンシャルを入力し、
[接続のテスト（Test Connection）]をクリックします。Trace and Log Central機能によって SFTP
または FTPサーバへの接続が確認されたら、[OK]をクリックします。

[ダウンロードディレクトリパス（Download Directory Path）]フィールドは、Trace and Log
Central機能によって収集されたファイルが保存されるディレクトリを指定します。トレース収
集のデフォルトでは、SFTPまたはFTPパラメータのフィールドに指定されたユーザ IDのユー
ザのホームディレクトリ（/home/<user>/Trace）内にファイルが保存されます。

リリース14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなくなりました。スケジュール
設定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

重要

トレースをダウンロードする場合、[Localhost]ダウンロードオプションを選択できます。この
オプションは、Cisco Intercompany Media Engineサーバに対してのみ使用可能です。

Ciscoインタラクションマネージャーのサーバ上のローカルホストディレクトリにトレース
ファイルをダウンロードする場合は、file getCLIコマンドを使用してリモート SFTPサーバに
ファイルをオフロードできます。

Cisco IntercompanyMedia Engineでは、FTPはサポート対象外です。スケジュール設
定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

（注）

ステップ 15 別のクエリーの実行オプションを選択した場合は、[参照（Browser）]ボタンをクリックして
実行するクエリーを選択し、[OK]をクリックします。

Trace and Log Central機能では、最初のクエリーで結果が生成される場合、指定さ
れたクエリーのみが実行されます。

（注）
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ステップ 16 [終了]をクリックします。

スケジュールされたトレースが正常に追加されたことがメッセージに示されます。

Real-TimeMonitoring ToolがSFTPまたはFTPサーバにアクセスできない場合、メッ
セージが表示されます。入力した IPアドレス、ユーザ名、およびパスワードが正
しいことを確認してください。

（注）

リリース14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなくなりました。スケジュール
設定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

重要

ステップ 17 [OK]をクリックします。

ステップ 18 スケジュールされた収集のリストを表示するには、クイック起動チャネルのトレース部分で、

[ジョブのステータス（Job Status）]アイコンをクリックします。

スケジュールされた収集を削除するには、収集のイベントを選択して[削除（Delete）]
をクリックします。確認メッセージが表示されます。[OK]をクリックします。

ヒント

スケジュールの開始

始める前に

•さまざまなサービス用のトレースファイルに含める情報を、[トレース設定（Trace
Configuration）]ウィンドウから設定します。

•アラームをトレースファイルに送信するには、アラームの送信先としてSDIトレースファ
イルを [アラーム設定（Alarm Configuration）]ウィンドウで選択します。

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralを開きます。

ステップ 2 ツリー階層で [収集のスケジュール（Schedule Collection）]をダブルクリックします。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行して、ノードのログに関するトレースを収集します。

アクション項目

• [すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（SelectAll Services onAll Servers）]
をオンにします。

• [Next]を選択します。

クラスタ内のすべてのノードに対してすべてのサービスと

アプリケーションのトレースを収集する

•ノードの名前を確認します。
• [Next]を選択します。

特定のノード上のすべてのサービスとアプリケーションの

トレースを収集する

•適用するトレースをオンにします。
• [Next]を選択します。

特定のノード上の特定のサービスまたはアプリケーション

のトレースを収集する
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アクション項目

[Next]を選択します。サービスまたはアプリケーションのトレースを収集しない

でトレース収集ウィザードを続行する

ステップ 4 次のいずれかの操作を実行して、システムログに関するトレースを収集します。

アクション項目

• [すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（Select All Services on All Servers）]
をオンにします。

• [Next]を選択します。

クラスタ内のすべてのノードのすべてのシステムログを収

集する

•ノードの名前を確認します。
• [Next]を選択します。

特定のノード上のすべてのシステムログのトレースを収集

する

適用するトレースをオンにします。

たとえば、CSAログを収集するには、[Cisco SecurityAgent]をオンにします。ログイン中お
よびログアウト中のユーザに関する情報が得られるユーザログにアクセスするには、[セ
キュリティログ（Security Logs）]をオンにします。

特定のノード上の特定のシステムログのトレースを収集す

る

[Next]を選択します。システムログのトレースを収集しないでトレース収集ウィ

ザードを続行する

ステップ 5 トレースを収集するノードのタイムゾーンと時間範囲を指定します。

ステップ 6 次の操作を実行して、トレース収集を開始する日時を指定します。

a) [開始日時のスケジュール（Schedule Start Date/Time）]フィールドの隣にある下矢印ボタン
を選択します。

b) [日付（Date）]タブから、適切な日付を選択します。
c) [時刻（Time）]タブから、適切な時刻を選択します。

ステップ 7 トレース収集を終了する日時を指定するには、次の操作を実行します。

a) [終了日時のスケジュール（Schedule End Date/Time）]フィールドの隣にある下矢印ボタン
を選択します。

b) [日付（Date）]タブから、適切な日付を選択します。
c) [時刻（Time）]タブから、適切な時刻を選択します。

トラブルシューティングのヒント

•クライアントコンピュータの時間帯により、[リファレンスサーバ時間帯の選択（Select
Reference Server Time Zone）]フィールドのデフォルトが設定されます。すべての標準
タイムゾーンが [タイムゾーンを選択（Select Time Zone）]ドロップダウンリスト
ボックスに表示され、[サマータイム（Daylight Saving）]が設定されたすべてのタイ
ムゾーン用に独立した一連のエントリも表示されます。
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•トレース収集は、設定された終了時刻を過ぎても最後まで実行します。ただし、その
場合の収集は、Trace and Log Central機能によってスケジュールから削除されません。

次のタスク

スケジュールの実行（21ページ）

スケジュールの実行

手順

ステップ 1 設定されたトレース収集を実行する頻度を [スケジューラ頻度（Scheduler Frequency）]リスト
ボックスから選択します。

ステップ 2 トレースの収集範囲を現在時刻までの時間（分数、時間数、日数、週数、または月数）で指定
します。

ステップ 3 単語または句を [検索文字列（Search String）]フィールドに入力して、トレースファイル内に
存在する句または単語を検索します。このツールでは、入力した単語または句に対して完全に

一致するものが検索され、その検索条件に一致するファイルのみが収集されます。

ステップ 4 [すべてのファイルを zip圧縮する（Zip All Files）]をオンにして、収集したトレースファイル
から zipファイルを作成します。

ステップ 5 [収集されたログファイルをサーバから削除する（Delete Collected Log Files from the Server）]
をオンにして、収集されたログファイルをサーバから削除します。

ステップ 6 次の 1つまたは複数の操作を実行します。

•ファイルをダウンロードするには、次の手順を実行します。

1. [ファイルのダウンロード（Download Files）]を選択します。

2. [SFTPサーバパラメータ（SFTP Server Parameters）]グループボックスに、Trace and
LogCentral機能が結果をダウンロードするノードのノードクレデンシャルを入力しま
す。

3. [接続のテスト（Test Connection）]を選択します。

4. Trace and Log Central機能が SFTPサーバへの接続を検証した後、[OK]を選択します。

•別のクエリーを実行するには、次の手順を実行します。

1. [別のクエリーの実行（Run Another Query）]を選択します。

2. [参照（Browse）]を選択して、実行するクエリーの場所を指定します。

3. [OK]を選択します。

• Syslogを生成するには、[Syslogの生成（Generate Syslog）]を選択します。
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ステップ 7 [完了（Finish）]を選択します。

トラブルシューティングのヒント

•クラスタ内のノードが使用できない場合、どのノードが利用できないかを示すメッセージ
と共にダイアログボックスが表示されます。使用不可能なノードは、[Trace&Log Central]
ウィンドウに表示されません。

• Unified RTMTが SFTPサーバにアクセスできない場合は、メッセージが表示されます。入
力した IPアドレス、ユーザ名、およびパスワードが正しいことを確認してください。

•一部の一覧されているサービスまたはアプリケーションをクラスタ内の特定のノード上に
だけインストールすることができます。それらのサービスまたはアプリケーションのト

レースを選択するには、そのサービスまたはアプリケーションがアクティブにされている

サーバからトレースを選択します。

•サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらのサービ
スに対してトレースを収集できます。

•トレース収集は、設定された終了時刻を過ぎても最後まで実行します。ただし、その場合
の収集は、Trace and Log Central機能によってスケジュールから削除されません。

• [ダウンロードディレクトリパス（DownloadDirectoryPath）]フィールドは、Trace andLog
Central機能によって収集されたファイルが保存されるディレクトリを指定します。トレー
ス収集のデフォルトでは、SFTPパラメータのフィールドに指定されたユーザ IDのユーザ
のホームディレクトリ（/home/<user>/Trace）内にファイルが保存されます。

• Trace andLogCentral機能では、最初のクエリーで結果が生成される場合、指定されたクエ
リーのみが実行されます。

トレース収集ステータスの表示

トレース収集イベントのステータスを表示し、スケジュールされているトレース収集を削除す

るには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralのツリー階層を開きます。

ステップ 2 [ジョブのステータス（Job Status）]をダブルクリックします。

[ジョブのステータス（Job Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ノードの選択（Select a Node）]ドロップダウンリストボックスから、トレース収集イベント
を表示または削除するサーバを選択します。

スケジュールされたトレース収集のリストが表示されます。

ジョブタイプには以下が含まれることがあります。
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• Scheduled Job

• OnDemand

• RealTimeFileMon

• RealTimeFileSearch

ステータスには以下が含まれることがあります。

• Pending

• Running

• Cancel

• Terminated

ステップ 4 スケジュールされた収集を削除するには、削除するイベントを選択し、[削除（Delete）]をク
リックします。

ステータスが「保留中（Pending）」または「実行中（Running）」のジョブと、ジョ
ブタイプが「Schedule Task」または「RealTimeFileSearch」のジョブを削除できま
す。

（注）

エラーレポートツールを生成する

Cisco IP電話でエラーレポートツール（PRT）を使用すると、通話記録を収集および送信し、
管理者に報告することができます。これらのログは、電話機で問題が発生した場合にトラブル

シューティングを行うために必要です。

エンドポイントの PRTの生成

Trace and Log Centralで PRTの生成オプションを使用して、電話機のログ収集をリモートから
トリガーし、「カスタマーサポートアップロードURL」パラメータで設定されたログサーバに
アップロードします。

手順

ステップ 1 [Trace & Log Central]オプションを展開します。

ステップ 2 Trace & Log Central tree階層で、[ GENERATE PRT]を選択します。
[Generate PRT]ウィザードが表示されます。

ステップ 3 CiscoUnifiedCMAdministrationユーザインターフェイスの [電話の検索と一覧表示 (Find and List
Phone)]ページで設定されているデバイス名を入力します。

ステップ 4 [ GENERATE PRT]をクリックします。

生成されたレポートは、カスタマーサポートのアップロード URLにアップロードされます。
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[エンタープライズ (Enterprise)]、[プロファイル (Profile)]、または [デバイスレベル
(Device level)]設定ページの設定ページで、カスタマーサポートアップロード URL
パラメータを設定します。それ以外の場合、PRTの生成は失敗します。

（注）

リアルタイムトレース

Trace and Log Central機能のリアルタイムトレースオプションでは、アプリケーションごとに
サーバ上で書き込みが行われている現在のトレースファイルを表示できます。システムがト

レースファイルへの書き込みをすでに開始していた場合、リアルタイムトレースは、トレー

スファイルの先頭からではなく、モニタリングを開始したポイントからファイルの読み取りを

開始します。それ以前の内容を読み取ることはできません。

リアルタイムトレースは、リアルタイムデータの表示とユーザイベントのモニタリングのオ

プションを提供します。

リアルタイムデータの表示

Trace and Log Central機能のリアルタイムデータの表示オプションでは、トレースファイルを
システムによるデータの書き込みを反映して表示できます。リアルタイムトレースデータは、

最大 10個のサービスについて Generic Log Viewerで表示できます。ただし、1台のノードの同
時セッションは 3つまでという制限があります。ログビューアは 5秒ごとに更新されます。ト
レースが新しいファイルに書き込まれると、Generic Log Viewerは、その内容をビューア内に
追加します。

リアルタイムデータの表示オプションでは、サービスがトレースを書き込む頻度によっては、

Generic Log Viewerでのデータの表示に遅延が発生します。
（注）

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralのツリー階層を開きます。

ステップ 2 [リアルタイムトレース（Real Time Trace）]をダブルクリックします。

Unified Communications Managerクラスタおよび Cisco Unity Connectionクラスタの
み：クラスタ内のすべてのノードが使用できない場合、どのノードが利用できない

かを示すメッセージとともにダイアログボックスが表示されます。使用不可能な

ノードは、[Trace and Log Central]ウィンドウに表示されません。

（注）

ステップ 3 [リアルタイムデータを表示（View Real Time Data）]をダブルクリックします。

[リアルタイムデータ（Real Time Data）]ウィザードが表示されます。

ステップ 4 [ノード（Nodes）]ドロップダウンリストボックスから、リアルタイムデータを表示するノー
ドを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 5 リアルタイムデータを表示する製品、サービス、およびトレースファイルタイプを選択しま
す。

サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらの

サービスに対してトレースを収集できます。

（注）

このウィンドウの下部に、「トレース圧縮が有効な場合、データのバッファリング

により、このウィンドウに表示されるデータが膨大になることがあります（If trace

compression is enabled, the data seen in this window can be bursty due to

buffering of data.）」というメッセージが表示されます。

（注）

ステップ 6 [終了]をクリックします。選択したサービスのリアルタイムデータが Generic Log Viewerに表
示されます。

ステップ 7 次のいずれかの操作を実行します。

•新しいトレースが常に表示されるように、カーソルをウィンドウの最後に維持するには、
[新しいデータの表示（Show New Data）]チェックボックスをオンにします。

•新しいトレースが表示されてもカーソルをウィンドウの最下部に移動させない場合は、[新
しいデータの表示（Show New Data）]チェックボックスをオフにします。

ステップ 8 他のサービスのデータを表示するには、この手順を繰り返します。

全体または単一ノード上での制限数を超えるサービスについてデータを表示しようとすると、

メッセージが表示されます。

ステップ 9 リアルタイムデータの表示を終了する場合は、Generic Log Viewerの [閉じる（Close）]をク
リックします。

Log Viewerで句または単語で検索するには、[検索文字列（Search String）]フィー
ルドに単語または句を入力します。大文字と小文字を区別して単語または句を検索

する場合は、[大文字と小文字を区別する（Match Case）]チェックボックスをオン
にします。

ヒント

ユーザイベントのモニタリング

Trace and Log Central機能のユーザイベントのモニタオプションは、リアルタイムトレース
ファイルをモニタし、検索文字列がトレースファイル内で見つかると、指定された操作を実行

します。システムは、5秒ごとにトレースファイルをポーリングします。1つのポーリング間
隔で検索文字列が複数回見つかっても、システムは操作を 1回だけ実行します。

始める前に

監視されているトレースファイル内に指定された検索文字列が存在するときにアラームを生成

する場合は、LogFileSearchStringFoundアラートを有効にします。
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手順

ステップ 1 Trace & Log Centralのツリー階層を開きます。

ステップ 2 [リアルタイムトレース（Real Time Trace）]をダブルクリックします。

Unified Communications Managerクラスタおよび Cisco Unity Connectionクラスタの
み：クラスタ内のすべてのノードが使用できない場合、どのノードが利用できない

かを示すメッセージとともにダイアログボックスが表示されます。使用不可能な

ノードは、[Trace and Log Central]ウィンドウに表示されません。

（注）

ステップ 3 [ユーザイベントのモニタ（Monitor User Event）]をダブルクリックします。

[ユーザイベントのモニタ（Monitor User Event）]ウィザードが表示されます。

ステップ 4 次のいずれかの操作を実行します。

アクション項目

セットアップ済みのモニタリン

グイベントを表示する

• [設定済みイベントの表示（View Configured Events）]
をクリックします。

•ドロップダウンリストボックスからノードを選択しま
す。

• [終了]をクリックします。

イベントを削除するには、イベントを選択し、

[削除（Delete）]をクリックします。
（注）

新しいモニタリングイベントを

設定する

• [イベントの作成（Create Events）]を選択します。

• [Next]を選択します。

•ステップ 5に進みます。

ステップ 5 システムでモニタするノードを [ノード（Nodes）]ドロップダウンリストボックスから選択
し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 システムでモニタする製品、サービス、およびトレースファイルタイプを選択し、[次へ
（Next）]をクリックします。

サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらの

サービスに対してトレースを収集できます。

（注）

ステップ 7 [検索文字列（Search String）]フィールドで、トレースファイル内で検索する句または単語を
指定します。このツールでは、入力した単語または句に対して完全に一致するものが検索され

ます。

ステップ 8 システムでトレースファイルをモニタするノードタイムゾーンと時間範囲（開始と終了の日

時）を指定します。
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クライアントコンピュータのタイムゾーンにより、[リファレンスサーバ時間帯の選択（Select
Reference Server Time Zone）]フィールドのデフォルトが設定されます。すべての標準タイム
ゾーンが [タイムゾーンを選択（Select Time Zone）]ドロップダウンリストボックスに表示さ
れ、[サマータイム（Daylight Saving）]が設定されたすべてのタイムゾーン用に独立した一連
のエントリも表示されます。

Trace and LogCentralは、[選択したリファレンスサーバタイムゾーン（SelectedReference Server
TimeZone）]に基づいて、時間範囲内のファイルをダウンロードします。クラスタ内のノード
が異なるタイムゾーン内に属している場合、TLCは時刻変更を調整し、同じ期間のファイル
を取得します。たとえば、午前9:00時 ~ 10:00時のファイルを指定し、2番目のノード (ノード
x)が1時間前のタイムゾーンにある場合、TLCはノード xから午前10:00時から午前11:00時の
ファイルをダウンロードします。

トレースをモニタする日付範囲を設定するには、[開始日/時間（From Date/Time）]フィールド
と [終了日/時間（ToDate/Time）]フィールドのドロップダウンリストボックスを選択します。

ステップ 9 [検索文字列（Search String）]フィールドで指定した検索文字列が検出された場合、システム
が実行するアクションを、次の中から 1つまたは複数選択します。

アクション目的

[アラート（Alert）]をオンにします。指定した検索文字列が

見つかったらアラーム

を生成する
システムでアラームを生成する場合は、

TraceCollectionToolEventアラートを有効にする必要があ
ります。

（注）

[ローカル Syslog（Local Syslog）]をオンにします。SysLogViewerのアプリ
ケーションログ領域に

エラーを記録する
システムからアラームの説明と推奨処置が提供されます。

SysLogViewerにはUnifiedRTMTからアクセスできます。
（注）

[リモート Syslog（Remote Syslog）]をオンにします。syslogメッセージを
syslogノードに保存す
る

syslogノード名を [サーバ名（Server Name）]フィールドに入力しま
す。

デフォルトでは、シビラティ（重大度）が警告、通知、

または情報以下にならない限り、監査イベントはリモー

ト syslogノードに送信されません。

（注）

[ファイルのダウンロード（Download File）]をオンにします。指定した検索文字列が

含まれているトレース
トレースファイルをダウンロードするノードのノードクレデンシャ

ルを [SFTPサーバパラメータ（SFTP Server Parameters）]グループ
ボックスに入力します。

ファイルをダウンロー

ドする

[接続のテスト（Test Connection）]を選択します。

Trace andLogCentral機能がSFTPサーバへの接続を検証した後、[OK]
を選択します。
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アクション目的

[ダウンロードディレクトリパス（Download Directory Path）]フィー
ルドは、Trace and Log Central機能によって収集されたファイルが保
存されるディレクトリを指定します。トレース収集のデフォルトで

は、SFTP/FTPパラメータのフィールドに指定されたユーザ IDのユー
ザのホームディレクトリ（/home/<user>/Trace）内にファイルが保存
されます。

リリース 14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなく
なりました。スケジュール設定されたトレース収集には、

SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

重要

トレースをダウンロードする場合、[Localhost]ダウンロードオプショ
ンを選択できます。このオプションは、Cisco Intercompany Media
Engineサーバに対してのみ使用可能です。

Ciscoインタラクションマネージャーのサーバ上のローカルホスト
ディレクトリにトレースファイルをダウンロードする場合は、file
get CLIコマンドを使用してリモート SFTPサーバにファイルをオフ
ロードできます。

Cisco Intercompany Media Engineでは、FTPはサポート対
象外です。スケジュール設定されたトレース収集には、

SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

（注）

システムは、5秒ごとにトレースファイルをポーリングし、検索文字列が見つかると、指定さ
れた操作を実行します。1つのポーリング間隔で検索文字列が複数回見つかっても、システム
は 1回しか操作を実行しません。

「If trace compression is enabled, there might be a delay in catching the event after

it occurs, due to buffering of data」というメッセージが表示されます。

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。

Cisco Unified Communications Managerのクラッシュダンプの収集

トレースファイルのコアダンプを収集するには、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralのツリー階層を開きます。

ステップ 2 [クラッシュダンプの収集（Collect Crash Dump）]をダブルクリックします。

[クラッシュダンプの収集（Collect Crash Dump）]ウィザードが表示されます。
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サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらの

サービスに対してトレースを収集できます。

（注）

クラスタ内のノードが使用できない場合、どのノードが利用できないかを示すメッ

セージと共にダイアログボックスが表示されます。使用不可能なノードは、[Trace
and Log Central]ウィンドウに表示されません。

（注）

リストされているサービスまたはアプリケーションの一部をクラスタ内の特定の

ノードにインストールすることができます。それらのサービスまたはアプリケー

ションのトレースを収集するには、そのサービスまたはアプリケーションがアク

ティブにされているノードからトレースを収集するようにします。

（注）

ステップ 3 [CCMサービス/アプリケーションの選択（Select CCMServices/Application）]タブで、次のいず
れかの操作を実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのすべてのサービスとアプリケーションのトレースを収集し

ます。

（注）

•すべてのノードに対してすべてのサービスとアプリケーションのトレースを収集するに
は、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（SelectAll Services onAll Servers）]
チェックボックスをオンにして [次へ（Next）]をクリックします。

•特定ノード上のすべてのサービスとアプリケーションのトレースを収集するには、ノード
の横にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•特定のノード上の特定のサービスまたはアプリケーションのトレースを収集するには、適
用するチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•サービスまたはアプリケーションのトレースを収集しないでクラッシュダンプの収集ウィ
ザードを続行するには、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかの操作を実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのトレースを収集します。

（注）

•すべてのノードに対してすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のす
べてのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンに
して [次へ（Next）]をクリックします。

•特定ノード上のすべてのシステムログのトレースを収集するには、ノードの横にあるチェッ
クボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•特定のノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボッ
クスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•システムログのトレースを収集しないでクラッシュダンプの収集ウィザードを続行する
には、[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 5 [収集時間（Collection Time）]グループボックスで、トレースを収集する期間を指定します。
次のいずれかのオプションを選択します。

•絶対範囲（Absolute Range）：トレースの収集範囲をノードタイムゾーンと時間範囲（開
始と終了の日時）で指定します。

クライアントコンピュータのタイムゾーンにより、[リファレンスサーバ時間帯の選択
（Select Reference Server Time Zone）]フィールドのデフォルトが設定されます。すべての
標準タイムゾーンが [タイムゾーンを選択（Select Time Zone）]ドロップダウンリスト
ボックスに表示され、[サマータイム（Daylight Saving）]が設定されたタイムゾーン用に
独立した一連のエントリも表示されます。

Trace Log Centralは、[選択したリファレンスサーバタイムゾーン（Selected Reference
Server Time Zone）]に基づいて、時間範囲内のファイルをダウンロードします。クラスタ
内のノードが異なるタイムゾーン内に属している場合、TLCは時刻変更を調整し、同じ
期間のファイルを取得します。たとえば、9:00 a.m. ~ 10:00 aのファイルを指定し、2番目
のノード (ノード x)が1時間進んでいるタイムゾーンにある場合、TLCはノード xから午
前10:00時から午後11:00時までのファイルをダウンロードします。

クラッシュファイルを収集する日付範囲を設定するには、[開始日/時間（FromDate/Time）]
フィールドと [終了日/時間（To Date/Time）]フィールドのドロップダウンリストボック
スを選択します。

•相対範囲（Relative Range）：クラッシュファイルの収集範囲を現在時刻までの時間（分
数、時間数、日数、週数、または月数）で指定します。

ステップ 6 [パーティションの選択（Select Partition）]ドロップダウンリストボックスから、トレースを
収集するログが含まれているパーティションを選択します。

Cisco Unified Serviceabilityは、ユーザがログイン中のアプリケーションのバージョンについて
はログをアクティブパーティションに保存し、その他のバージョン（インストールされている

場合）についてはログを非アクティブディレクトリに保存します。

Linuxプラットフォーム上で実行している製品のバージョンを別のバージョンにアップグレー
ドし、ノードを新しいバージョンで再起動すると、CiscoUnifiedServiceabilityは以前のバージョ
ンのログを非アクティブパーティションに移動し、新しいバージョンのログをアクティブパー

ティションに保存します。古いバージョンにログインした場合、Cisco Unified Serviceabilityは
新しいバージョンのログを非アクティブパーティションに移動し、古いバージョンのログをア

クティブディレクトリに保存します。

Cisco Unified Serviceabilityは、Windowsプラットフォームで実行する Unified
CommunicationsManager、IM and Presence Service、およびCiscoUnity Connectionバー
ジョンのログを保持しません。

（注）

ステップ 7 トレースファイルのダウンロード先のディレクトリを指定するには、[ファイルディレクトリ
のダウンロード（Download File Directory）]フィールドの横にある [参照（Browse）]ボタンを
クリックし、ディレクトリに移動し、[開く（Open）]をクリックします。デフォルトは
<rtmt_users_directory>\<server name or server IP address>\<download
time>です。

トレースとログ

30

トレースとログ

Cisco Unified Communications Managerのクラッシュダンプの収集



ステップ 8 収集したクラッシュダンプファイルの zipファイルを作成するには、[ファイルを zip圧縮す
る（Zip File）]オプションボタンを選択します。ファイルの zip圧縮なしでクラッシュダンプ
ファイルをダウンロードするには、[ファイルを zip圧縮しない（Do Not Zip Files）]オプショ
ンボタンを選択します。

2ギガバイトを超える zip圧縮済みクラッシュダンプファイルはダウンロードでき
ません。

（注）

ステップ 9 収集したクラッシュダンプファイルをノードから削除するには、[収集されたログファイルを
サーバから削除する（Delete Collected Log Files from Server）]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 10 [終了]をクリックします。

コアダンプを収集することを示すメッセージが表示されます。続行するには [はい（Yes）]を
クリックします。

[ファイルを zip圧縮する（Zip File）]オプションボタンを選択した場合、クラッ
シュダンプファイルが 2ギガバイトを超えると、そのサイズのクラッシュダンプ
ファイルは [ファイルを zip圧縮する（Zip File）]オプションボタンを選択して収
集できないことを示すメッセージがシステムによって表示されます。[ファイルを
zip圧縮しない（DoNot Zip Files）]オプションボタンを選択してから、収集を再試
行します。

（注）

Cisco Unity Connectionのクラッシュダンプの収集

トレースファイルのコアダンプを収集するには、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralのツリー階層を開きます。

ステップ 2 [クラッシュダンプの収集（Collect Crash Dump）]をダブルクリックします。

[クラッシュダンプの収集（Collect Crash Dump）]ウィザードが表示されます。

サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらの

サービスに対してトレースを収集できます。

（注）

CiscoUnityConnection：クラスタ内のすべてのノードが使用できない場合、どのノー
ドが利用できないかを示すメッセージとともにダイアログボックスが表示されま

す。使用不可能なノードは、[Trace and Log Central]ウィンドウに表示されません。

（注）
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Cisco Unity Connection：リストされているサービスまたはアプリケーションの一部
をクラスタ内の特定のノードにインストールすることができます。それらのサービ

スまたはアプリケーションのトレースを収集するには、そのサービスまたはアプリ

ケーションがアクティブにされているノードからトレースを収集するようにしま

す。

（注）

ステップ 3 [CUCサービス/アプリケーションの選択（Select CUC Services/Application）]タブで、次のいず
れかの操作を実行します。

•ノードのすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のすべてのサービス
を選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンにするか、ノード
の横にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•サーバ上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボックスを
オンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•システムログのトレースを収集しないでクラッシュダンプの収集ウィザードを続行する
には、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかの操作を実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのトレースを収集します。

（注）

•すべてのノードに対してすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のす
べてのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンに
して [次へ（Next）]をクリックします。

•特定ノード上のすべてのシステムログのトレースを収集するには、ノードの横にあるチェッ
クボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•特定のノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボッ
クスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•システムログのトレースを収集しないでクラッシュダンプの収集ウィザードを続行する
には、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [収集時間（Collection Time）]グループボックスで、トレースを収集する期間を指定します。
次のいずれかのオプションを選択します。

•絶対範囲（Absolute Range）：トレースの収集範囲をノードタイムゾーンと時間範囲（開
始と終了の日時）で指定します。

クライアントコンピュータのタイムゾーンにより、[リファレンスサーバ時間帯の選択
（Select Reference Server Time Zone）]フィールドのデフォルトが設定されます。すべての
標準タイムゾーンが [タイムゾーンを選択（Select Time Zone）]ドロップダウンリスト
ボックスに表示され、[サマータイム（Daylight Saving）]が設定されたタイムゾーン用に
独立した一連のエントリも表示されます。

Trace Log Centralは、[選択したリファレンスサーバタイムゾーン（Selected Reference
Server Time Zone）]に基づいて、時間範囲内のファイルをダウンロードします。クラスタ
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内のノードが異なるタイムゾーン内に属している場合、TLCは時刻変更を調整し、同じ
期間のファイルを取得します。たとえば、9:00 a.m. ~ 10:00 aのファイルを指定し、2番目
のノード (ノード x)が1時間進んでいるタイムゾーンにある場合、TLCはノード xから午
前10:00時から午後11:00時までのファイルをダウンロードします。

クラッシュファイルを収集する日付範囲を設定するには、[開始日/時間（FromDate/Time）]
フィールドと [終了日/時間（To Date/Time）]フィールドのドロップダウンリストボック
スを選択します。

•相対範囲（Relative Range）：クラッシュファイルの収集範囲を現在時刻までの時間（分
数、時間数、日数、週数、または月数）で指定します。

ステップ 6 [パーティションの選択（Select Partition）]ドロップダウンリストボックスから、トレースを
収集するログが含まれているパーティションを選択します。

Cisco Unified Serviceabilityは、ユーザがログイン中のアプリケーションのバージョンについて
はログをアクティブパーティションに保存し、その他のバージョン（インストールされている

場合）についてはログを非アクティブディレクトリに保存します。

Linuxプラットフォーム上で実行している製品のバージョンを別のバージョンにアップグレー
ドし、ノードを新しいバージョンで再起動すると、CiscoUnifiedServiceabilityは以前のバージョ
ンのログを非アクティブパーティションに移動し、新しいバージョンのログをアクティブパー

ティションに保存します。古いバージョンにログインした場合、Cisco Unified Serviceabilityは
新しいバージョンのログを非アクティブパーティションに移動し、古いバージョンのログをア

クティブディレクトリに保存します。

Cisco Unified Serviceabilityは、Windowsプラットフォームで実行する Unified
CommunicationsManager、IM and Presence Service、およびCiscoUnity Connectionバー
ジョンのログを保持しません。

（注）

ステップ 7 トレースファイルのダウンロード先のディレクトリを指定するには、[ファイルディレクトリ
のダウンロード（Download File Directory）]フィールドの横にある [参照（Browse）]ボタンを
クリックし、ディレクトリに移動し、[開く（Open）]をクリックします。デフォルトは
<rtmt_user_directory>\<server name または server IP address>\<download
time>です。ここで、<rtmt_user_directory>は RTMTのインストール先のディレクト
リです。

ステップ 8 収集したクラッシュダンプファイルの zipファイルを作成するには、[ファイルを zip圧縮す
る（Zip File）]オプションボタンを選択します。ファイルの zip圧縮なしでクラッシュダンプ
ファイルをダウンロードするには、[ファイルを zip圧縮しない（Do Not Zip Files）]オプショ
ンボタンを選択します。

2ギガバイトを超える zip圧縮済みクラッシュダンプファイルはダウンロードでき
ません。

（注）

ステップ 9 収集したクラッシュダンプファイルをノードから削除するには、[収集されたログファイルを
サーバから削除する（Delete Collected Log Files from Server）]チェックボックスをオンにしま
す。
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ステップ 10 [終了]をクリックします。

コアダンプを収集することを示すメッセージが表示されます。続行するには [はい（Yes）]を
クリックします。

[ファイルを zip圧縮する（Zip File）]オプションボタンを選択した場合、クラッ
シュダンプファイルが 2ギガバイトを超えると、そのサイズのクラッシュダンプ
ファイルは [ファイルを zip圧縮する（Zip File）]オプションボタンを選択して収
集できないことを示すメッセージがシステムによって表示されます。[ファイルを
zip圧縮しない（DoNot Zip Files）]オプションボタンを選択してから、収集を再試
行します。

（注）

インストールログの収集

インストールおよびアップグレードログを収集するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [ツール（Tools）] > [トレース（Trace）] > [Trace & Log Central]の順に選択します。

[Trace & Log Central]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Trace & Log Central]のツリー階層で、[インストールログの収集（Collect Install Logs）]をダ
ブルクリックします。

[インストールログの収集（Collect Install Logs）]ウィザードが表示されます。

ステップ 3 [サーバオプションの選択（Select Servers Options）]ボックスで、どのサーバからインストー
ルログを収集するかを指定します。

•特定のサーバのインストールログを収集するには、サーバの横にあるチェックボックスを
オンにします。

•すべてのサーバのインストールログを収集するには、[すべてのサーバを選択（Select All
Servers）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ダウンロードファイルオプション（Download File Options）]では、ログファイルをダウン
ロードするディレクトリを指定します。ログファイルのダウンロード先のディレクトリを指定

するには、[ファイルディレクトリのダウンロード（DownloadFileDirectory）]フィールドの横
にある [参照（Browse）]をクリックし、ディレクトリに移動し、[開く（Open）]をクリック
します。デフォルトでは、<rtmt_users_directory>が指定されます。

ステップ 5 [完了（Finish）]をクリックします。
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監査ログの収集

監査ログの参照

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralのツリー階層を開きます。

ステップ 2 [監査ログの収集（Collect Audit Logs）]をダブルクリックします。

監査ログの収集アクションオプションウィザードが表示されます。

ステップ 3 [監査ログの参照（Browse Audit Logs）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

[ノードの選択オプション（Nodes Selection Options）]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Action Options（アクションオプション）]ウィンドウで次のいずれかのアクションを実行し
ます。

スタンドアロンサーバがあり、[すべてのサーバを選択（SelectAll Servers）]チェッ
クボックスがオンの場合、システムは、スタンドアロンサーバのすべての監査ログ

を参照します。

（注）

a) すべてのサーバの監査ログを参照するには、[すべてのサーバを選択（Select All Servers）]
チェックボックスをオンにします。

b) 特定のサーバの監査ログを参照するには、サーバの横にあるチェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 6 [終了]をクリックします。

ステップ 7 [リモートブラウズの準備完了（Remote Browse is Ready）]ウィンドウが表示されます。[閉じ
る（Close）]をクリックします。

[ノード（Nodes）]ペインが表示されます。

ステップ 8 [ノード（Nodes）]ペインの左側で [ノード（Nodes）]フォルダをダブルクリックします。[監
査アプリ（Audit App）]フォルダが表示されるまでツリー階層を移動します。

ステップ 9 ウィンドウの右側のペインに監査ログファイル名が表示されたら、マウスを右クリックして使

用するプログラムの種類を選択して各ファイルを表示するか、または選択したファイルをダブ

ルクリックしてデフォルトのビューアでファイルを表示することができます。

ステップ 10 監査ログファイルを選択し、次のいずれかのアクションを実行します。

•収集した監査ログファイルのzipファイルを作成するには、[ファイルをzip圧縮する（Zip
File）]オプションボタンをクリックします。

2ギガバイトを超える zip圧縮済み監査ログファイルはダウンロードできませ
ん。

（注）
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•収集した監査ログファイルをサーバから削除するには、[サーバ上のファイルを削除（Delete
Files on Server）]チェックボックスをオンにします。

•選択した監査ログファイルを削除するには、[削除（Delete）]をクリックします。
•選択した監査ログファイルを更新するには、[更新（Refresh）]をクリックします。
•すべての監査ログファイルを更新するには、[すべて更新（Refresh All）]ボタンをクリッ
クします。

Cisco Unified ServiceabilityはWindowsプラットフォームで実行される Unified
CommunicationsManagerまたはCisco Unified CommunicationsManager IM and Presence
サービスバージョンからの監査ログを保持しません。

（注）

監査ログの参照の手順は完了です。

監査ログのダウンロード

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralのツリー階層を開きます。

ステップ 2 [監査ログの収集（Collect Audit Logs）]をダブルクリックします。

監査ログの収集アクションオプションウィザードが表示されます。

ステップ 3 [監査ログのダウンロード（Download Audit Logs）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

[ノードの選択オプション（Nodes Selection Options）]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Action Options（アクションオプション）]ウィンドウで次のいずれかのアクションを実行し
ます。

スタンドアロンサーバがあり、[すべてのサーバを選択（SelectAll Servers）]チェッ
クボックスがオンの場合、システムは、スタンドアロンサーバのすべての監査ログ

をダウンロードします。

（注）

a) すべてのサーバの監査ログをダウンロードするには、[すべてのサーバを選択（Select All
Servers）]チェックボックスをオンにします。

b) 特定のサーバの監査ログをダウンロードするには、サーバの横にあるチェックボックスを
オンにします。

ステップ 6 [終了]をクリックします。

ステップ 7 監査ログをダウンロードするには、[次へ（Next）]をクリックします。

[監査ログのダウンロード（Download Audit Logs）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [ノードの選択オプション（Nodes Selection Options）]ペインで、次のいずれかのアクションを
実行します。
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• [すべてのサーバを選択（Select All Servers）]チェックボックスをオンにします。
•特定のノードのチェックボックスをオンにします。

ステップ 9 [収集時間（CollectionTime）]ペインで、次のいずれかのオプションボタンをクリックします。

•絶対範囲（Absolute Range）：ログの監査範囲をサーバタイムゾーンと時間範囲（開始と
終了の日時）で指定します。

クライアントコンピュータのタイムゾーンにより、[リファレンスサーバ時間帯の選択
（Select Reference Server Time Zone）]フィールドのデフォルトが設定されます。すべての
標準タイムゾーンが [タイムゾーンを選択（Select Time Zone）]ドロップダウンリスト
ボックスに表示され、[サマータイム（Daylight Saving）]が設定されたタイムゾーン用に
独立した一連のエントリも表示されます。

Trace Log Centralは、[選択したリファレンスサーバタイムゾーン（Selected Reference
Server Time Zone）]に基づいて、時間範囲内のファイルをダウンロードします。クラスタ
内のサーバが異なるタイムゾーン内に属している場合、TLCは時刻変更を調整し、同じ
期間のファイルを取得します。たとえば、午前 9:00～午前 10:00のファイルを指定し、2
番目のサーバ（serverx）が時刻が1時間進んでいるタイムゾーンに属している場合、TLC
は server xから午前 10:00～午前 11:00のファイルをダウンロードします。

•相対範囲（RelativeRange）：次の表の値に基づいて、監査ログの収集範囲を現在時刻まで
の時間の長さ（分数、時間数、日数、週数、または月数）で指定します。

数の範囲期間

5～ 60分

2～ 24時

1～ 31日

1～ 4週

1～ 12月

ステップ 10 [ダウンロードファイルオプション（Download File Options）]ペインで、次のいずれかのオプ
ションを選択します。

a) 監査ログファイルのダウンロード先のディレクトリを指定するには、[Download File
Directory]フィールドの横にある [Browse]ボタンをクリックし、ディレクトリに移動し、
[Open]をクリックします。デフォルトは <\Program Files\Cisco\Unified
RTMT\JRtmt>です。

b) 収集した監査ログファイルの zipファイルを作成するには、[ZIP File]オプションボタンを
選択します。

2ギガバイトを超える zip圧縮済み監査ログファイルはダウンロードできませ
ん。

（注）
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c) 収集した監査ログファイルをサーバから削除するには、[収集されたログファイルをサー
バから削除する（Delete Collected Log Files from Server）]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 11 [終了]をクリックします。

監査ログのダウンロードの手順は完了しました。

監査ログのダウンロードのスケジュール

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralのツリー階層を開きます。

ステップ 2 [監査ログの収集（Collect Audit Logs）]をダブルクリックします。

監査ログの収集アクションオプションウィザードが表示されます。

ステップ 3 [監査ログのダウンロードのスケジュール（Schedule Download of Audit Logs）]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

[ノードの選択オプション（Nodes Selection Options）]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Action Options（アクションオプション）]ウィンドウで次のいずれかのアクションを実行し
ます。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバを選択（SelectAll Servers）]チェッ
クボックスをオンにすると、システムはスタンドアロンノードのすべての監査ログ

を参照またはダウンロードするか、それらのダウンロードをスケジュールします。

（注）

a) すべてのノードの監査ログのダウンロードをスケジュールするには、[すべてのサーバを選
択（Select All Servers）]チェックボックスをオンにします。

b) 特定のノード上の監査ログのダウンロードをスケジュールするには、ノードの横にある
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [終了]をクリックします。

[監査ログのダウンロードのスケジュール（Schedule Download of Audit Logs）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 7 [ノードの選択オプション（Nodes Selection Options）]ペインで、次のいずれかのアクションを
実行します。

• [すべてのサーバを選択（Select All Servers）]チェックボックスをオンにします。
•特定のノードのチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [スケジュールの時間（Schedule Time）]ペインで、次の操作を実行します。
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a) [リファレンスサーバ時間帯の選択（Select Reference Server Time Zone）]を強調表示しま
す。

b) カレンダーを使用して、[開始日時（Start Date/Time）]を強調表示します。
c) カレンダーを使用して、[終了日時（End Date/Time）]を強調表示します。
d) [スケジューラ頻度（Scheduler Frequency）]を選択します。毎時、毎日、毎週、または毎月
を選択できます。

e) 監査ログファイルをzip圧縮する場合は、[すべてのファイルをzip圧縮する（ZipAllFiles）]
チェックボックスをオンにします。

f) 収集した監査ログファイルをノードから削除するには、[収集されたログファイルをサー
バから削除する（Delete Collected Log Files from Server）]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 9 [アクションオプション（Action Options）]ペインで、[ファイルのダウンロード（Download
Files）]チェックボックスをオンにします。
[トレースのダウンロード設定（Trace Download Configuration）]ダイアログウィンドウが表示
されます。

ステップ 10 以下の情報を入力します。

•プロトコル（Protocol）：FTP（デフォルト）または SFTPを選択します。

リリース14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなくなりました。スケジュー
ル設定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めしま
す。

重要

•ホストの IPアドレス（Host IP Address）：ホストノードの IPアドレスを入力します。

•ユーザ名（User Name）：ユーザ名を入力します。

•パスワード（Password）：パスワードを入力します。

•ポート（Port）：FTPまたは SFTPのポート情報を入力します。

リリース14SU3以降、FTPサーバーはサポートされなくなりました。スケジュー
ル設定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めしま
す。

重要

•ダウンロードディレクトリパス（Download Directory Path）：ファイルがダウンロードさ
れるディレクトリの完全なパスを入力します。

• [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。接続をテストしたら、ファイルがダ
ウンロードされます。

トレースをダウンロードする場合、[Localhost]ダウンロードオプションを選択でき
ます。このオプションは、Cisco IntercompanyMedia Engineサーバに対してのみ使用
可能です。

Ciscoインタラクションマネージャーのサーバ上のローカルホストディレクトリ
にトレースファイルをダウンロードする場合は、file get CLIコマンドを使用して
リモート SFTPサーバにファイルをオフロードできます。

（注）
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Cisco IntercompanyMedia Engineでは、FTPはサポート対象外です。スケジュール設
定されたトレース収集には、SFTPサーバーを使用することをお勧めします。

（注）

監査ログのダウンロードをスケジュールするための手順は完了しました。

ローカルブラウズを使用したダウンロード済みトレースファイルの

表示

トレースファイルを収集し、それらを自分の PCにダウンロードしたら、UNIXタイプの行終
了文字を扱うことのできるWordPadなどのテキストエディタを使用してそれらを PC上で表示
できます。あるいは、Unified RTMT内のビューアを使用してそれらを表示することもできま
す。

収集されたトレースファイルは、NotePadを使用して表示しないでください。ヒント

Trace and Log Central機能を使用して収集したログファイルを表示するには、次の手順を実行
します。PCへのダウンロード時にトレースファイルを zip圧縮した場合、Unified RTMT内の
ビューアを使用してそれらを表示するには、ファイルを解凍しておく必要があります。

Trace & Log Central内では、表示用として最大 5つの同時ファイルを開くことができます。こ
れにはクエリウィザード、ローカルブラウズ、リモートブラウズ機能の使用が含まれます。

（注）

始める前に

必要なトレースファイルを収集します。手順については、トレースファイルの収集、クエリー

ウィザードを使用したトレースファイルのダウンロード、トレース収集のスケジューリングに

関するトピックを参照してください。

手順

ステップ 1 Trace and Log Centralを開きます。

ステップ 2 [ローカルブラウズ（Local Browse）]をダブルクリックします。

ステップ 3 ログファイルを保存したディレクトリを参照し、表示するファイルを選択します。

ステップ 4 結果を表示するには、ファイルをダブルクリックします。

ファイルタイプに関連付けられたビューアがすでに存在する場合、ファイルはそのビューアで

開かれます。そうでない場合は、[プログラムから開く（Open With）]ダイアログボックスが
表示されます。
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ステップ 5 ファイルの表示に使用するプログラムをクリックします。優先プログラムがリスト上にない場
合は、[その他（Other）]をクリックして別のプログラムを選択します。

このプログラムをデフォルトのビューアとして使用する場合は、[この種類のファイルを開く
ときは、選択したプログラムをいつも使う（Always use this program to open these files）]チェッ
クボックスをオンにします。

Unified RTMTは、ファイルをファイルタイプに応じて適切なビューアで表示します。他に適
切なビューアがなければ、Unified RTMTは Generic Log Viewerでファイルを開きます。

Cisco Unified Communications Managerでのトレースファイルの表示と
ダウンロード

システムがトレースファイルを生成すると、Unified RTMT内でビューアを使用してノードで
表示できます。また、リモートブラウズ機能を使用して PCにトレースをダウンロードするこ
ともできます。

Trace and Log Central機能を使用してノードでログファイルを表示およびダウンロードするに
は、次の手順を実行します。

Trace and Log Central内では、表示用として最大 5つの同時ファイルを開くことができます。
これにはクエリウィザード、ローカルブラウズ、RemoteBrowse機能の使用が含まれます。

（注）

始める前に

必要なトレースファイルを収集します。トレースファイルの収集、クエリーウィザードを使

用したトレースファイルのダウンロード、トレース収集のスケジューリングに関するトピック

を参照してください。

手順

ステップ 1 [Trace and Log Central]オプションを開きます。

ステップ 2 [リモートブラウズ（Remote Browse）]をダブルクリックします。

ステップ 3 適切なオプションボタンを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

• [トレースファイル（Trace Files）]を選択した場合は、ステップ 4に進みます。
• [クラッシュダンプ（Crash Dump）]を選択した場合は、ステップ 7に進みます。

サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらの

サービスに対してトレースを選択できます。

（注）
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[クラッシュダンプ（Crash Dump）]を選択すると、ウィザードはクラッシュダン
プが生じる可能性があるサービスだけを表示します。関心のあるサービスが表示さ

れない場合は、[戻る（Back）]をクリックし、[トレースファイル（Trace Files）]
を選択します。

（注）

一部の一覧されているサービスまたはアプリケーションをクラスタ内の特定のノー

ド上にだけインストールすることができます。それらのサービスまたはアプリケー

ションのトレースを選択するには、そのサービスまたはアプリケーションがアク

ティブにされているノードからトレースを選択するようにします。

（注）

ステップ 4 [CCMサービス/アプリケーションの選択（Select CCMServices/Application）]タブで、次のいず
れかの操作を実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのすべてのサービスとアプリケーションのトレースを収集し

ます。

（注）

•すべてのノードに対してすべてのサービスとアプリケーションのトレースを収集するに
は、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（SelectAll Services onAll Servers）]
チェックボックスをオンにして [次へ（Next）]をクリックします。

•特定ノード上のすべてのサービスとアプリケーションのトレースを収集するには、ノード
の横にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•特定のノード上の特定のサービスまたはアプリケーションのトレースを収集するには、適
用するチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•サービスまたはアプリケーションのトレースを収集しないでリモートブラウズウィザー
ドを続行するには、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかの操作を実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのシステムログを収集します。

（注）

a) すべてのノードに対してすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のす
べてのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンに
して [次へ（Next）]をクリックします。

b) 特定ノード上のすべてのシステムログのトレースを収集するには、ノードの横にあるチェッ
クボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

c) 特定のノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボッ
クスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

d) システムログのトレースを収集しないでリモートブラウズウィザードを続行するには、
[次へ（Next）]をクリックします。

e) ステップ 10に移動します。
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ステップ 6 [CCMサービス/アプリケーションの選択（Select CCMServices/Application）]タブで、次のいず
れかの操作を実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのクラッシュダンプファイルを収集します。

（注）

a) すべてのノードに対してすべてのサービスとアプリケーションのクラッシュダンプファ
イルを選択するには、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（SelectAllServices
on all Servers）]チェックボックスをオンにして [次へ（Next）]をクリックします。

b) 特定ノード上のすべてのサービスとアプリケーションのクラッシュダンプファイルを選
択するには、ノードの横にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

c) 特定のサービスのクラッシュダンプファイルまたは特定のノードのアプリケーションを
選択するには、適用するチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

d) クラッシュダンプファイルを収集しないでリモートブラウズウィザードを続行するに
は、[次へ（Next）]をクリックします。

Cisco Business Editionの場合はステップ 8に進み、Unified Communications Managerの場合
はステップ 9に進みます。

ステップ 7 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかのタスクを実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのクラッシュダンプファイルを収集します。

（注）

a) すべてのノードでクラッシュダンプファイルを選択するには、[すべてのサーバ上のすべ
てのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンにし
ます。

b) 特定ノード上のすべてのシステムログのクラッシュダンプファイルを選択するには、ノー
ドの横にあるチェックボックスをオンにします。

c) 特定ノード上の特定のシステムログのクラッシュダンプファイルを選択するには、適用
するチェックボックスをオンにします。

d) クラッシュダンプファイルを収集しないでリモートブラウズウィザードを続行するに
は、次のステップに進みます。

ステップ 8 [終了]をクリックします。

ステップ 9 トレースが使用できるようになると、メッセージが表示されます。[閉じる（Close）]をクリッ
クします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。

•結果を表示するには、ツリー階層を使用してファイルを選択します。ログのファイル名が
ウィンドウの右側のペインに表示されたら、マウスを右クリックして使用するプログラム
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の種類を選択してファイルを表示するか、ファイルをダブルクリックしてデフォルトの

ビューアで表示します。

ペイン内に表示されるファイルをソートするには、カラムの見出しをクリック

します。たとえば、ファイルを名前でソートするには、[名前（Name）]カラ
ム見出しをクリックします。

ヒント

Real-Time Monitoring Toolは、ファイルタイプに応じて適切なビューアでファイルを表示
します。他に適切なビューアがなければ、Real-Time Monitoring Toolは Generic Log Viewer
でファイルを開きます。

•トレースファイルをダウンロードするには、ダウンロードするファイルを選択し、[ダウ
ンロード（Download）]をクリックし、ダウンロードの条件を指定して、[終了（Finish）]
をクリックします。

•トレースファイルのダウンロード先のディレクトリを指定するには、[すべてのファ
イルのダウンロード（Download all files）]フィールドの横にある [参照（Browse）]を
クリックし、ディレクトリに移動し、[開く（Open）]をクリックします。デフォルト
は <rtmt_users_directory>\<server name or server IP
address>\<download time>です。

•収集したトレースファイルの zipファイルを作成するには、[ファイルを zip圧縮する
（Zip File）]チェックボックスをオンにします。

•収集したログファイルをノードから削除するには、[サーバ上のファイルを削除（Delete
Files on server）]チェックボックスをオンにします。

•ノードからトレースファイルを削除するには、ウィンドウの右側のペインに表示される
ファイルをクリックし、[削除（Delete）]をクリックします。

•クラスタ内の特定のサービスまたは特定のノードを更新するには、サービスまたはノード
名をクリックし、[更新（Refresh）]をクリックします。リモートブラウズの準備が完了し
たことを通知するメッセージが表示されたら、[閉じる（Close）]をクリックします。

•ツリー階層で表示されるクラスタ内のすべてのサービスまたはすべてのノードを更新する
には、[すべて更新（Refresh All）]をクリックします。リモートブラウズの準備が完了し
たことを通知するメッセージが表示されたら、[閉じる（Close）]をクリックします。

トレースファイルをダウンロードしたら、ローカルブラウズで表示できます。ヒント

Cisco Unity Connectionでのトレースファイルの表示とダウンロード
システムがトレースファイルを生成すると、Unified RTMT内でビューアを使用してノードで
表示できます。また、リモートブラウズ機能を使用して PCにトレースをダウンロードするこ
ともできます。

Trace and Log Central機能を使用してノードでログファイルを表示およびダウンロードするに
は、次の手順を実行します。
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Trace and Log Central内では、表示用として最大 5つの同時ファイルを開くことができます。
これにはクエリウィザード、ローカルブラウズ、RemoteBrowse機能の使用が含まれます。

（注）

始める前に

必要なトレースファイルを収集します。トレースファイルの収集、クエリーウィザードを使

用したトレースファイルのダウンロード、トレース収集のスケジューリングに関するトピック

を参照してください。

手順

ステップ 1 [Trace and Log Central]オプションを開きます。

ステップ 2 [リモートブラウズ（Remote Browse）]をダブルクリックします。

ステップ 3 適切なオプションボタンを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらの

サービスに対してトレースを選択できます。

（注）

[クラッシュダンプ（Crash Dump）]を選択すると、ウィザードはクラッシュダン
プが生じる可能性があるサービスだけを表示します。関心のあるサービスが表示さ

れない場合は、[戻る（Back）]をクリックし、[トレースファイル（Trace Files）]
を選択します。

（注）

Cisco Unity Connectionクラスタ：アプリケーションにリストされているサービスの
一部をクラスタ内の特定のノードにインストールすることができます。それらの

サービスまたはアプリケーションのトレースを選択するには、そのサービスまたは

アプリケーションがアクティブにされているノードからトレースを選択するように

します。

（注）

ステップ 4 [CUCサービス/アプリケーションの選択（Select CUC Services/Application）]タブで、次のいず
れかの操作を実行します。

•ノードのすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のすべてのサービス
を選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンにするか、ノード
の横にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•ノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボックスを
オンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•システムログのトレースを収集しないでリモートブラウズウィザードを続行するには、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかの操作を実行します。
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スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのシステムログを収集します。

（注）

•すべてのノードに対してすべてのシステムログを収集するには、[すべてのサーバ上のす
べてのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンに
して [次へ（Next）]をクリックします。

•特定ノード上のすべてのシステムログのトレースを収集するには、ノードの横にあるチェッ
クボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•特定のノード上の特定のシステムログのトレースを収集するには、適用するチェックボッ
クスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•システムログのトレースを収集しないでリモートブラウズウィザードを続行するには、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [CUCサービス/アプリケーションの選択（Select CUC Services/Application）]タブで、次のいず
れかのタスクを実行します。

•ノードのクラッシュダンプファイルを選択するには、[すべてのサーバ上のすべてのサー
ビスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンにするか、
ノードの横にあるチェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•ノード上の特定のシステムログのクラッシュダンプファイルを選択するには、適用する
チェックボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

•クラッシュダンプファイルを収集しないでリモートブラウズウィザードを続行するに
は、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかのタスクを実行します。

スタンドアロンノードがあり、[すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する
（Select All Services on all Servers）]チェックボックスがオンの場合、システムは、
スタンドアロンノードのクラッシュダンプファイルを収集します。

（注）

•すべてのノードでクラッシュダンプファイルを選択するには、[すべてのサーバ上のすべ
てのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]チェックボックスをオンにし
ます。

•特定ノード上のすべてのシステムログのクラッシュダンプファイルを選択するには、ノー
ドの横にあるチェックボックスをオンにします。

•特定ノード上の特定のシステムログのクラッシュダンプファイルを選択するには、適用
するチェックボックスをオンにします。

•クラッシュダンプファイルを収集しないでリモートブラウズウィザードを続行するに
は、次のステップに進みます。

ステップ 8 [終了]をクリックします。

ステップ 9 トレースが使用できるようになると、メッセージが表示されます。[閉じる（Close）]をクリッ
クします。

ステップ 10 次のいずれかの操作を実行します。
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•結果を表示するには、ツリー階層を使用してファイルを選択します。ログのファイル名が
ウィンドウの右側のペインに表示されたら、マウスを右クリックして使用するプログラム

の種類を選択してファイルを表示するか、ファイルをダブルクリックしてデフォルトの

ビューアで表示します。

ペイン内に表示されるファイルをソートするには、カラムの見出しをクリック

します。たとえば、ファイルを名前でソートするには、[名前（Name）]カラ
ム見出しをクリックします。

ヒント

Real-Time Monitoring Toolは、ファイルタイプに応じて適切なビューアでファイルを表示
します。他に適切なビューアがなければ、Real-Time Monitoring Toolは Generic Log Viewer
でファイルを開きます。

•トレースファイルをダウンロードするには、ダウンロードするファイルを選択し、[ダウ
ンロード（Download）]をクリックし、ダウンロードの条件を指定して、[終了（Finish）]
をクリックします。

•トレースファイルのダウンロード先のディレクトリを指定するには、[すべてのファ
イルのダウンロード（Download all files）]フィールドの横にある [参照（Browse）]を
クリックし、ディレクトリに移動し、[開く（Open）]をクリックします。デフォルト
は <rtmt_user_directory>\<server name または server IP
address>\<download time>です。ここで、<rtmt_user_directory>はUnified
RTMTのインストール先のディレクトリです。

•収集したトレースファイルの zipファイルを作成するには、[ファイルを zip圧縮する
（Zip File）]チェックボックスをオンにします。

•収集したログファイルをノードから削除するには、[サーバ上のファイルを削除（Delete
Files on server）]チェックボックスをオンにします。

•ノードからトレースファイルを削除するには、ウィンドウの右側のペインに表示される
ファイルをクリックし、[削除（Delete）]をクリックします。

•クラスタ内の特定のサービスまたは特定のノードを更新するには、サービスまたはノード
名をクリックし、[更新（Refresh）]をクリックします。リモートブラウズの準備が完了し
たことを通知するメッセージが表示されたら、[閉じる（Close）]をクリックします。

•ツリー階層で表示されるクラスタ内のすべてのサービスまたはすべてのノードを更新する
には、[すべて更新（Refresh All）]をクリックします。リモートブラウズの準備が完了し
たことを通知するメッセージが表示されたら、[閉じる（Close）]をクリックします。

トレースファイルをダウンロードしたら、ローカルブラウズで表示できます。ヒント
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トレース収集属性の設定

始める前に

トレースファイルを収集します。

手順

ステップ 1 Trace & Log Centralを開きます。

ステップ 2 [リモートブラウズ（Remote Browse）]をダブルクリックします。

ステップ 3 適切なオプションボタン（[トレースファイル（TraceFiles）]または [クラッシュダンプ（Crash
Dump）]）を選択します。

ステップ 4 [Next]を選択します。

ステップ 5 次のいずれかの操作を実行します。

a) [トレースファイル（Trace Files）]を選択した場合は、ステップ 6に進みます。
b) [クラッシュダンプ（Crash Dump）]を選択した場合は、ステップ 8に進みます。

ステップ 6 [音声/ビデオ（Voice/Video）]または [IM and Presenceアプリケーション/サービス（IM and
Presence Applications/Services）]タブで、次のいずれかの操作を実行します。

アクション項目

• [すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（Select All Services on All Servers）]を選択しま
す。

• [Next]を選択します。

クラスタ内のすべてのサーバに対してすべてのサービ

スとアプリケーションのトレースを収集する

•サーバ名を確認します。
• [Next]を選択します。

特定のサーバ上のすべてのサービスとアプリケーショ

ンのトレースを収集する

•適用するトレースをオンにします。
• [Next]を選択します。

特定のサーバ上の特定のサービスまたはアプリケー

ションのトレースを収集する

[Next]を選択します。サービスまたはアプリケーションのトレースを収集し

ないでトレース収集ウィザードを続行する

ステップ 7 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかの操作を実行します。

アクション項目

• [すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（Select All Services on all Servers）]をオンにし
ます。

• [次へ（Next）]を選択します。

クラスタ内のすべてのサーバのすべてのシステムログ

を収集する
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アクション項目

•サーバ名を確認します。
• [Next]を選択します。

特定のサーバ上のすべてのシステムログのトレースを

収集する

•適用するトレースをオンにします。

たとえば、CSAログを収集するには、[CiscoSecurity Agent]をオンにします。ログイ
ン中およびログアウト中のユーザに関する情報が得られるユーザログにアクセスする

には、[セキュリティログ（Security Logs）]をオンにします。

（注）

• [Next]を選択します。

特定のサーバ上の特定のシステムログのトレースを収

集する

終了の選択に進みます。システムログのトレースを収集しないでリモートブラ

ウズウィザードを続行する

ステップ 8 [音声/ビデオ（Voice/Video）]または [IM and Presenceアプリケーション/サービス（IM and
Presence Applications/Services）]タブで、次のいずれかの操作を実行します。

アクション項目

• [すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（Select All Services on All Servers）]をオンにし
ます。

• [Next]を選択します。

クラスタ内のすべてのサーバに対してすべてのサービ

スとアプリケーションのクラッシュダンプファイルを

収集する

•サーバ名を確認します。
• [Next]を選択します。

特定のサーバ上のすべてのサービスとアプリケーショ

ンのクラッシュダンプファイルを収集する

•適用するトレースをオンにします。
• [次へ（Next）]を選択します。

特定のサーバ上の特定のサービスまたはアプリケーショ

ンのクラッシュダンプファイルを収集する

ステップ 9 [システムサービス/アプリケーションの選択（Select System Services/Application）]タブで、次
のいずれかの操作を実行します。

アクション項目

• [すべてのサーバ上のすべてのサービスを選択する（Select All Services on All Servers）]をオンに
します。

• [Next]を選択します。

クラスタ内のすべてのサーバに対してすべてのサービス

とアプリケーションのクラッシュダンプファイルを収

集する

•サーバ名を確認します。
• [Next]を選択します。

特定のサーバ上のすべてのサービスとアプリケーション

のクラッシュダンプファイルを収集する

•適用するトレースをオンにします。
• [次へ（Next）]を選択します。

特定のサーバ上の特定のサービスまたはアプリケーショ

ンのクラッシュダンプファイルを収集する

ステップ 10に移動します。クラッシュダンプファイルを収集しないでクラッシュ

ダンプの収集ウィザードを続行する
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ステップ 10 [完了（Finish）]を選択します。

次のタスク

トレース結果を表示します。

トレース結果の表示

•一部の一覧されているサービスまたはアプリケーションをクラスタ内の特定のノード上に
だけインストールすることができます。それらのサービスまたはアプリケーションのト

レースを選択するには、そのサービスまたはアプリケーションがアクティブにされている

サーバからトレースを選択します。

•サービスは、アクティブにされていなくても表示されます。したがって、それらのサービ
スに対してトレースを選択できます。

•トレースファイルのダウンロードが完了したら、Trace and Log Central機能のローカルブ
ラウズオプションを使用してそれらを表示できます。

•ペイン内に表示されているファイルをソートするには、カラムヘッダーを選択します。た
とえば、ファイルを名前でソートするには、[名前（Name）]カラムヘッダーを選択しま
す。

• Real-Time Monitoring Toolは、ファイルをファイルタイプに応じて適切なビューアで表示
します。他に適切なビューアがなければ、Real-Time Monitoring Toolは Generic Log Viewer
でファイルを開きます。

• IM and Presence Serviceは、Q931トランスレータをサポートしません。IM and Presenceは、
QRTレポート情報をサポートしません。

始める前に

トレース収集属性を設定します。

手順

ステップ 1 トレース結果が使用可能になったことを示すメッセージが表示されたら、[閉じる（Close）]を
選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

アクション項目

次のいずれかの操作を実行して、ファイルを表示します。

マウスを右クリックして、ファイルの表示に使用するプログラムの種類を選択します。ファ

イルをダブルクリックして、デフォルトビューアでファイルを表示します。

結果を表示する
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アクション項目

•ダウンロードするファイルを選択します。
• [ダウンロード（Download）]を選択します。
•ダウンロードの条件を指定します。
• [完了（Finish）]を選択します。

トレースファイル、およびクエリーで収集されたトレースファ

イルのリストを含む結果ファイルをダウンロードする

• [すべてのファイルのダウンロード（Download all files）]フィールドの隣にある [参照
（Browse）]を選択します。

•対象のディレクトリに移動します。
• [開く（Open）]を選択します。デフォルトでは、C:\Program Files\Cisco\Presence
Serviceability\jrtmt\<server IP address>\<download time>が指定されます。

トレースファイルと結果ファイルをダウンロードするディレ

クトリを指定する

[ファイルを zip圧縮する（Zip File）]をオンにします。収集したトレースファイルの zipファイルを作成する

[収集されたログファイルをサーバから削除する（Delete Collected Log Files from Server）]を
オンにします。

収集したログファイルをサーバから削除する

•ウィンドウの右側のペイン内に表示されているファイルを選択します。
• [削除（Delete）]を選択します。

トレースファイルをノードから削除する

•サーバ名またはサービスを選択します。
• [リフレッシュ（Refresh）]を選択します。
•リモートブラウズの準備が整ったことを示すメッセージが表示されたら、[閉じる（Close）]
を選択します。

特定のサービスまたはノードを更新する

• [すべて更新（Refresh All）]を選択します。
•リモートブラウズの準備が整ったことを示すメッセージが表示されたら、[閉じる（Close）]
を選択します。

ツリー階層に表示されているすべてのサービスとノードを更新

する

レポート情報の表示

サーバ上のファイルを表示するか、コンピュータにファイルをダウンロードすることで、QRT
のログファイルを表示できます。

このセクションは、Unified Communications Managerにのみ適用されます。（注）

Quality Report Tool（QRT）が生成した IP電話の問題に関するレポートを表示するには、QRT
ビューアを使用します。QRTは、Cisco Unified IP Phoneの音声品質と一般的な問題を報告する
ツールとして役立ちます。QRTのログファイルを収集した後、 QRTの視聴者を使用して
Unified CommunicationsManager IP Phone問題レポートを一覧表示し、確認するには、次の手順
を使用します。QRTビューアを使用すると、生成された電話問題レポートをフィルタ、フォー
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マット、および表示できます。QRTを設定して使用する方法の詳細については、『System
Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

始める前に

Quality Report Tool（QRT）のログファイルを収集または表示します。トレースファイルの収
集、トレース収集のスケジューリング、およびクエリーウィザードまたはリモートブラウズ

を使用したトレースファイルのダウンロードに関するトピックを参照してください。

手順

ステップ 1 Trace and Log Centralの、クエリーウィザード、リモートブラウズまたはローカルブラウズ
オプションを使用して、ログファイルのエントリを表示します。

[QRTビューア（QRT Viewer）]ウィンドウが表示されます。

CiscoExtendedFunctionsサービスのログファイルのみQRT情報が含まれます。QRT
データを含むログファイル名の形式は、qrtXXX.xmlです。

（注）

QRTビューアでは、デフォルトではない特定の構造（電話機の詳細を含む）の .xml
ファイルだけが許可されます。一般的なログファイルを開いた場合、次のエラー

メッセージが表示されることがあります。

Cisco QRT ビューアを開けません。使用可能なレコードはありません!（Fail

to Open Cisco QRT Viewer, No Records Available!）

（注）

ステップ 2 [拡張子（Extension）]ドロップダウンリストボックスから、レポートに含めるエクステンショ
ンを選択します。

ステップ 3 [デバイス（Device）]ドロップダウンリストボックスから、レポートに含めるデバイスを選択
します。

ステップ 4 [カテゴリ（Category）]ドロップダウンリストボックスから、レポートに含める問題カテゴリ
を選択します。

ステップ 5 [フィールドの選択（Select Fields）]ドロップダウンリストボックスから、レポートに含める
フィールドを選択します。

フィールドを選択する順序によって、[QRTレポート結果（QRT Report Result）]ペ
インに表示される順序が決まります。

（注）

ステップ 6 [QRTレポート結果（QRT Report Result）]ペインでレポートを表示するには、[レコードの表
示（Display Records）]をクリックします。
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ログの圧縮

Unified Communications Manager 8.0以降、ログ圧縮機能は次のログファイルだけを圧縮しま
す。

• cm/trace/cti/sdl

• cm/trace/cti/sdi

• cm/trace/ccm/sdl

• cm/trace/ccm/sdi

他のログファイルは圧縮されず、ハードディスクに直接書き込まれます。

圧縮されたファイルには、.gzの拡張子が付きます。ディスクに現在書き込み中のファイルに
は、.gzoの拡張子が付きます。

ファイルを表示し追跡するために使用されるすべてのCLIコマンドが圧縮ファイルに対して動
作して、ファイルを自動的に解凍して、表示または追跡できるようにします。.gz拡張子、.gzo
拡張子が付くファイル名を指定する点のみが異なります。

file tailコマンドで使用可能なオプションは次のとおりです。

file tail activelog cm/trace/cti/sdl recent

recentオプションは、圧縮されたディレクトリと併用することで、最新のログファイルを継続
的に追跡します。無限に継続する追跡なので、現在書き込み中のログファイルが閉じている場

合、新しいログファイルに切り替える必要はありません。このオプションは、圧縮されたログ

ファイルでのみ可能です。

ログファイルは gzip形式に圧縮されます。このログファイルを解凍するには、オープンソー
スプログラム 7-Zipを http://www.7-zip.orgから手に入れることができます。これは、
すべてのWindowsプラットフォームで動作します。7-Zipは、会社のコンピュータも含め、お
使いのコンピュータで使用できます。7-Zipには登録も料金の支払いも必要ありません。Linux
プラットフォームでは、gzipまたは gunzipコマンドを使用できます。

トレース設定の編集

Unified RTMTのトレース設定を編集するには、次の手順に従ってください。

[エラー（Error）]オプションボタンがデフォルト設定です。（注）

手順

ステップ 1 [編集（Edit）] > [トレースの設定（Trace Setting）]の順に選択します。

ステップ 2 適用するオプションボタンをクリックします。
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rtmt.logファイルはユーザの Documents and Settingsディレクトリに保存されます。たとえば、
Windowsマシンでは、ログは C:\Documents and Settings\<userid>\.jrtmt\logに
保存されます。

ログビューア

AuditLogビューア内のメッセージ
AuditLogビューアには次のメッセージを表示できます。

• AuditLogログ：Unified Communications Managerアプリケーションの監査ログに関連する
ログ。

• vosログ：プラットフォーム（端末、ポートまたはシステムのネットワークアドレス）の
アクティビティに関連するログ。

次の表に、AuditLogビューアのボタンについて説明します。

表 1 : AuditLogビューアのボタン

関数ボタン

Auditlogビューア上の現在のログの内容を更新します。

[自動更新（AutoRefresh）]チェックボックス
をオンにすることにより、Auditlogビューア
で自動的に現在のログファイルが5秒ごとに
更新されるように設定できます。

ヒント

更新

現在のログの表示をクリアします。クリア

auditappログの場合は、選択したユーザ IDに基づき、表
示されるログが制限されます。

vosログの場合は、選択したオプションセット（アドレ
ス、端末、およびタイプ）に基づき、表示されるログが

制限されます。

[逆にフィルタする（Filter Inverse）]チェック
ボックスをオンにすると、選択したオプショ

ンセット以外のログを表示できます。

ヒント

フィルタ

表示されるログのタイプを制限するフィルタを削除しま

す。

フィルタをクリア

現在のログ内で特定の文字列を検索できます。検索
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関数ボタン

現在選択されているログを PCに保存します。保存

監査ログメッセージを表示する際にカラムを拡大または縮小するには、2つのカラムの見出し
の間にマウスポインタを置いたときに表示される矢印をドラッグします。

カラムの見出しをクリックすることにより、監査ログメッセージを整理できます。カラムの見

出しを最初にクリックしたときは、ログは昇順で表示されます。上向きの小さい三角形が、昇

順を示します。カラムの見出しを再びクリックすると、ログは降順で表示されます。下向きの

小さい三角形が、降順を示します。カラムの見出しをもう一度選択すると、ログのソートは解

除されます。

AuditAppログの表示

手順

ステップ 1 [ System > Tools] > [監査ログビューア]を選択します。

ステップ 2 [ノードの選択（Select aNode）]ドロップダウンリストで、表示するログが格納されているサー
バを選択します。

ステップ 3 [AuditAppのログ（AuditApp Logs）]フォルダをダブルクリックします。

ステップ 4 現在のログを表示するには、[アーカイブ（Archive）]フォルダの外にある .logファイルをク
リックします。選択したノード用の AuditAppログは表形式で表示されます。

古いログを表示する場合は、[アーカイブ（Archive）]フォルダをダブルクリック
し、対応するファイルをクリックします。

（注）

ステップ 5 表示するエントリをダブルクリックします。その特定のエントリの監査ログメッセージが新し
いウィンドウに表示されます。

[フィルタ条件（Filter By）]ドロップダウンリストボックスのオプションを選択し
て、監査ログメッセージの表示結果をフィルタできます。フィルタを削除するに

は、[フィルタのクリア（Clear Filter）]をクリックします。フィルタをクリアした
後は、すべてのログが表示されます。

ヒント

Cisco Unified OSログの表示

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [ツール（Tools）] > [AuditLogビューア（AuditLog Viewer）]の順に
選択します。
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ステップ 2 [ノードの選択（Select aNode）]ドロップダウンリストで、表示するログが格納されているノー
ドを選択します。

ステップ 3 [Cisco Unified OSログ（Cisco Unified OS Logs）]フォルダをダブルクリックします。

ステップ 4 現在のログを表示するには、[アーカイブ（Archive）]フォルダの外にあるvos-audit.logファイ
ルをクリックします。選択したノードに対するCiscoUnifiedOSログは表形式で表示されます。

古いログを表示する場合は、[アーカイブ（Archive）]フォルダをダブルクリック
し、対応するファイルをクリックします。

（注）

ステップ 5 表示するエントリをダブルクリックします。その特定のエントリの Cisco Unified OSログメッ
セージが新しいウィンドウに表示されます。

[フィルタ（Filter）]をクリックすると表示されるポップアップウィンドウのオプ
ションのセットを選択することにより、Cisco Unified OSログメッセージの表示結
果をフィルタできます。フィルタを削除するには、[フィルタのクリア（ClearFilter）]
をクリックします。フィルタをクリアした後は、すべてのログが表示されます。

ヒント

SysLogビューアでのメッセージの表示
SysLogビューアでメッセージを表示できます。

syslogメッセージをダブルクリックすると、CiscoSyslogメッセージは隣接するペインに推奨処
置を含む syslog定義も表示します。この情報のために Cisco Unified Serviceabilityのアラーム定
義にアクセスする必要はありません。

ヒント

以下の表で、SysLogビューアのボタンについて説明します。

表 2 : SysLogビューアのボタン

関数ボタン

SysLogビューア上の現在のログの内容を更新します。

[自動更新（AutoRefresh）]チェックボックス
をオンにすることにより、SysLogビューア
で自動的に 5秒ごとに syslogメッセージが更
新されるように設定できます。

ヒント

更新

現在のログの表示をクリアします。クリア

選択したオプションに基づいて、表示されるメッセージ

を制限します。

フィルタ
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関数ボタン

表示するメッセージのタイプを制限するフィルタを解除

します。

フィルタをクリア

現在のログ内で特定の文字列を検索できます。検索

現在選択されているログを PCに保存します。保存

syslogメッセージを表示しているときに、2つのカラムの見出しの間にマウスを置くと表示さ
れる矢印をドラッグして、カラムを大きくしたり小さくしたりします。

カラムの見出しをクリックすると、表示されたsyslogメッセージを整理できます。カラムの見
出しを最初にクリックしたときは、レコードが昇順で表示されます。上向きの小さい三角形

が、昇順を示します。カラムの見出しを再びクリックすると、レコードは降順で表示されま

す。下向きの小さい三角形が、降順を示します。カラムの見出しをもう一度クリックすると、

レコードのソートは解除されます。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [ツール（Tools）] > [Syslogビューア（SysLog Viewer）] > [Syslog
ビューアを開く（Open SysLog Viewer）]の順に選択します。

ステップ 2 [ノードの選択（Select a Node）]ドロップダウンリストボックスで、表示するログが格納され
ているサーバを選択します。

ステップ 3 表示するログのタブを選択します。

ステップ 4 ログが表示されると、ログアイコンをダブルクリックして、同じウィンドウ内にファイル名を
表示します。

syslogメッセージの中にウィンドウに表示されていないものがある場合、欠落して
いる syslogメッセージの上にマウスポインタをスクロールすると、表示が更新さ
れます。

ヒント

ステップ 5 ウィンドウの下部にファイルの内容を表示するには、ファイル名をクリックします。

ステップ 6 表示するエントリを選択します。

完全な syslogメッセージを表示するには、syslogメッセージをダブルクリックします。「SysLog
ビューアのボタン」の表で説明したボタンを使用してsyslogメッセージを表示することもでき
ます。

[フィルタ条件（Filter By）]ドロップダウンリストボックスのオプションを選択し
て、syslogメッセージの表示結果をフィルタできます。フィルタを削除するには、
[フィルタのクリア（ClearFilter）]をクリックします。フィルタをクリアした後は、
すべてのログが表示されます。

ヒント
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プラグイン

アプリケーションプラグインのダウンロードとインストール

Voice Log Translator（VLT）アプリケーションなどのアプリケーションプラグインをインス
トールすることにより、Unified RTMTの機能を拡張できます。Cisco.comから Unified RTMT
の最新のプラグインをダウンロードできます。プラグインをインストールすると、UnifiedRTMT
でアプリケーションにアクセスできます。

プラグインをダウンロードしてインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Application）] > [CCO音声ツールのダウンロード（CCO Voice Tools
Download）]の順に選択します。

ログインプロンプトが表示されます。

ステップ 2 Cisco.comのユーザ名とパスワードを入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 3 PCにファイルをダウンロードします。

ステップ 4 インストールを開始するには、ダウンロードファイルをダブルクリックします。

ステップ 5 インストールの指示に従います。

アプリケーションプラグインの起動

プラグインをダウンロードしてインストールすると、RTMTビューアでアプリケーションにア
クセスできます。

手順

[システム（System）] > [ツール（Tools）] > [プラグイン（Plugin）]で、起動するプラグイン
を選択します。

アプリケーションはプラグインウィンドウに表示されます。使用方法の詳細については、アプ

リケーションのマニュアルを参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


